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は じ め に 


本 書 を お 手 に と っ て いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 


最近 で は アニ メ や マン ガ な ど で 描 か れる デフ ォ ル メ さ れ た 描写 と 写実 的 な リ 
アル な 描写 は 、 完 全 に 切り 離さ れ た も の で は な く な っ て いま す 。 

と くに 、 美 少女 イラ スト の 中 に 写実 的 な 要素 を 加え る こと で 、 セ クシ ー さ や な 
まめ か し さ を 表 現す る 手法 が 出 て きま し た 。 例え ば 、 顔 は デフ ォ ル メ 、 胸 や お 
腹 の 表 現 は リア ル に 描く 手法 で す 。 

あえ て 特定 の 部 位 だ け を リア ル に 描く こと で 、 一 番 見 せ た い 部 分 を 強調 する 
テク ニッ ク と し て も 使わ れ ま す 。 例え ば 、 お し り を 目立た せ た い イラ スト の 場 
合 、 そ の 部 分 の 塗り 込み を こだわ る こと で 強調 させ ます 。 


本 書 は 、 美 少女 イラ スト の 肌 の 描き 方 ・ 塗 り 方 の 本 で は あり ます が 、 単 純 な 
描き 方 ・ 塗 り 方 に とどまら ず 、「 リ アル な 肌 」 を 表現 する た め の コ ツ を 重要 視 
まし た だ 。 

ー ロ に リア ル な 肌 と いっ て も 写実 的 に 描け ば よい と いう わけ で は な く 、 ど の 部 
位 を 強調 し て 描く の か 、 ど こ を 省略 し て 描く か が 重要 に な っ て いま す 。 
また 、 美 少女 イラ スト 特有 の デフォルメ され た 顔 や 体型 と の 調和 も 大 切 で す 。 
そう つつ た だ た 圭 少 嫌 イラ スト ド に おけ るり ア リア イィ イ を 追及 二 層 ぽ ま ら め ま し た 。 
女性 の 人 体 の 骨格 や 筋肉 の 解説 か ら 、 リ アル な 肌 の 塗り 方 や 描き 方 を パー ツ 
こと に 解説 し て いま す 。 

な お 、 塗 り は デジ タル を 基準 と し て 解説 し て いま す が 、 人 体 の 解説 や 描き 方 
を 含め アナ ログ で も 活用 で きま す 。 


本 書 が 美 少 女 イラ スト と リア ル な 肌 塗 り の 第 一 歩 と し て 、 創 作 の 一 助 に な れ 
ば 幸い で す 。 


2018 年 12 月 編者 
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本 書 は 、 美 少女 イラ スト に 合っ た リア ル な 肌 の 塗り 方 や 描き 方 を バー ツ ご と に 解 
説 し た 書籍 で す 。 バー ツ ご と に 解説 し て いる の で 、 気 に な る バー ツ だ け を 集中 的 
本 書 の 使い 亡 に 学ぶ と と も で きま す 。 ま た 、 本 書 で は ベイ ント ソフ ト を 限定 し て いま せん 。 ブ ラ 
シ や 色 を 指定 し た 細か な 塗り 方 で は な く 、「 ど こ に 注意 し た ら リ アル に 見 える の 
か 」 と いう ボイン ト に 絞っ て 解説 し て いま す 。 













パー レ 別 塗り 方 の ポイ ント 
日 (まつ げ ) o 塗 り 方 を 知 ぅ ぅ 


キャ ラク ター イラ スト に お いて 、 導 は 優先 的 に 視線 を 集め た い 部 位 で す 。 中 
で も 了 目 は 茂 も 視線 を 引き つけ 、 キ ャ ラク ター の 個性 を 決定 づけ る 垂 杜 な バー 
ツ で す 。 様々 な 角度 ・ 表 情 ご と に 特徴 を 揚 え た 当り を 学ん で いき まし ょ う 。 










表情 や 惹 情 に よっ て 、 ま つけ げ の 地 だ け で な く 、 自 の 表現 に も 邊 い が 出 て きま す 。 
表 び 、 了 村 が ある な どの 感 億 で は 、 妃 が 大 きく な る の で 、 ハ イラ イト を 増 や 
し ます 。 逆 に 記 り や 悲し か と いっ た 意 化 で は 、 給 孔 が 小さ く な る の で 、 ハ イラ 


イト は 滅 ら す 方 が 良い で し ょ う 。 
ーー へ , 85 


ーー 本 シン 目尻 を よ げ 、 目 つき を 


内 を よ げ る こと で 馬 錠 く し ます 。 峰 孔 は か 



















ニム こと で 事 借 の 紛 さ を 8 
1 表 城 し ます 。 ーー 













内 将 の 日 の 馬 造 を 記 英 し て まり まし ょ う 。 計 8、 
際 え な ど 各 バ ー ツ を し っ か り と 吾 写 する こと で 
喜 骨 の カ の ある 目 に 仕上 げ る こと が で まき ます 。 
















中 所 を 下げ 、 上 崎 有 体 大 きく 日 を 児 詳 き 、 星 
了 ヘル だ け で な く 、 隊 合体 
を 小さ く 橋 く こ と で 
見 0 いた 目 を 請 で 7 
















日 戻 と 上 購 を 下げ ま 
し ょ う . 輸 孔 を 小さ く 


「 あ きら め 』 と 因 竹 
に 日 所 と 上 時 を 






















の 8 棋 き 、 ハ イラ イト を 枚 げ ま す が 、 タレ し 条 ら 
描き 方 の ポイ の ト か な いこ と で 集 点 の か い 印 金 に し ます . 人 で 
合っ て いな いう つろ ・ 上 紛 と 下 央 半生 ーー デア ーー テル 
な 時 を 表 民 し ます 。 に する こと で 角 カ i 
7 や ハイ ライ ト 
と な る 部 位 筋肉 を を 千林 し た 方 N に 放し ます 圧 を 表現 し ます 。 
EE っ TECEDEE 


の 名 称 を 紹介 。 Fa 


Os 
て まつ げ を 舞 写 し まし ょ 
う 。 貴 は 誠に 合わ せ て 描 
家 す る た め 、 模 を 向く ほど 
縮 長 く な り ま す 。 





」 。 描き 方 や 塗り 方 
塗り 方 の ポイ ント を 順 を 追っ て 解説 。 の ポイ ント を 解説 





呈 こ ラム 


鎖骨 周り の 筋肉 | 上 外 4 半 、 折 見 を つなげ ける 更 要 な パー ツ で 。 それぞれ の 病 病 が 
集まっ て 交え て いま す 。 こ こ で は 巧 内 の 夫 き を 理 衣 し て も ら うた 
め 、 航 内 が 発議 し や すい 男性 の 全 で 前 記 し ます - 


上 民代 帆 筋 


呈 詳 し た 情 夫 馬 は 記 に 便り 、E M 女 負 の 机 に あたる パー ツ で 、 この 


| 塗り 方 の ポイ ント 解説 | 流 寺 計 2 


上 1 ee 邊 Hr より 魅力 的 な イラ 
シン “NZ a - スト に 仕上 げ る た 
め の こ ぼれ 話 





し で 


ます は 本 年 の ( 夫 を 礎 朗 し ます 。 上 げた 腕 の 直 挫 上 、 首 給 赴 を お こし 、 ペ タタ 塗り を し ます . 雇 の 人 休 才 に 位置 する 般 内 で 、 竿 え る と 艇 内 が 扶 健 の 
の 下 あ た り で 交わ る よう に 重 計 する と 上 手 く 家 弄 で き ライ ン に た か ぶさ る よう に 下 か ら 絡 り 上 が っ て きま す 。 
ます 。 


_STEP3 且 を 慌 に 信 ば す と き は 、 三 角 店 を 覗 っ て 締 を 上 げ 叉 が 入る 所 で も 、 三 角 乱 と 上 三 天 計 の 湖 目 が 
及 を 指 き 込み ます 。 硬骨 の 下 の ち ょ っ と し た 各 や 5 の 参 い 供 所 を STEP3 より 笑い 色 で 閉 り 、 ハ イ る の で 、 三角 千 に カ が 入り 、 引 き 締 まっ た と き の 及 わか る よう に 藤波 を つけ る と 立 全 感 が 出 ま す 。 
語 介 の 間 の くぼみ も 忘れ ず に 必 き 央 み ま し ょ う 。 ライ ト を 釧 符 の 最も 齋 い 位置 に 入れ て 到 成 で す 。 が 、 貫 圭 の 分 信 上 前 に も が ぶさ る よう に で きま す 。 

















UM 人 M 作 


孔 房 や お し り 、 太 も も な どの 視線 を 集め る バー ツ を は じ め 、 
女性 の 身体 を 魅力 的 に 見 せる た め に は 肌 を 美しく 描く こと が 不可 欠 で す 。 
ここ で は 肌 の 塗り 方 の 基本 の 一 例 を 紹介 し ます 。 





陰影 の 性 質 


肌 に 限ら すず 塗り の 基本 の ひと つ は 障 影 で す 。 隊 影 は 光源 の 方 向 を 示す だ け で な く 、 物 体 の 質感 や 形状 、 重 量 
感 、 物 体 と 物体 の 距離 な ど 様 々 な も の を 表現 する こと が で きま す 。 ハ ッ キ リ と し た 陰影 、 ボ ケ た 陰影 、 グ ラ 
デー ショ ン な どの 表現 方 法 を 、 目 的 に 合わ せ て 組み 合わ せる こと で 魅力 的 な 肌 に 仕上 げ る こと が で きま す 。 


岡 カラ ー と モノ クロ の 比較 


カラ ー、 モ ノ ク ロ に 関わ ら ず 陰影 
の 考え 方 は 基本 的 に は 同じ な の で 
す が 、 情 報 量 が 少な い 分 、 モ ノ ク 
ロ や グレ ー ス ケー ル の 陰影 の ほう 
が 直観 的 に 捉え や すく な り ま す 。 
カラ ー で の 着色 が 難し い 場 合 は グ 
レー スケ ー ル で の 確認 や 着色 を す 
る と わか りや すく な る た め 、 オ ス 
ヘス で す 。 











「 影 」 と 「 陰 」 の 違い 


床 と 陰 は 同じ 読み の た め 混 同 さ れ が ち で す が 、 明 確 な 
違い が あり ます 。「 影 (Shadow)」 は 、 床 に 落ち る 影 
な どの 物体 が 光 を さえ ぎる こと で で きる 暗い 部 分 で す 。 
基本 的 に は ハッ キリ と し た エッ ジ で 描写 され ます 。 

も う 一 方 の 「 際 (Shade)」 は 、 物 体 の 暗く な っ て いる 
部 分 を 指し ます 。 陰 を 入れ る こと で 物体 の 立体 感 が 表 
現 で きま す 。 グ ララ デー ション な ど を 使っ て ぼかし て 措 
写し ます 。 





※ 本 書 の 文中 で は 、 特 別に 使い 分 け て 説明 し て いな い 限 り 影 も 陰 も 「 影 ] と 表記 し て いま す 。 





放 光源 の 位置 


光源 は 大 きく 分 け て 太陽 光 や 月 光 な どの 「 自 然 光 ] と 、 電 灯 や 蛍光 条 、LED な どの 「 人 工 光 」 に 分 けら れ ま 
す 。 有 自然 光 は 特殊 な 場合 を 除き 、 ほ ぱ 原 則 的 に 上 方 向 か ら に 限ら れ ま す が 、 人 工 光 は 位置 を 自由 に 決め られ 
る た め 、 様 々 な 方 向 か ら の 光源 が 可能 で す 。 同 じ イ ラス ト で も 光源 の 位置 が 違う と 見 え 方 は 大 きく 変わ っ て 
くる の で 、 目 的 に 合わ せ て 光源 を 決め て いき まし ょ う 。 
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1 
肌 
の 
の 
性 
本 











る 上 信正 面 
自然 光 や 屋内 の 蛍光 灯 な カメ ラ 方 向 か ら の 光源 は 
ど で 使わ れる スタ ンタ ダー 影 が 最小 限 に な り ま す 。 
ド な 光源 で す 。 上 方 向 か あご 下 な ど 光 源 に 対し て 
ら の 光源 は 自然 で 安定 し 急 角度 の 場所 に より 暗い 
た 見 え 方 に 仕上 が る た め 、 影 が 落ち ます 。 影 の 量 が の 
使う 機会 が 多い 光源 で す 。 少な い 分 、 立 体感 も 少な = 
図 は 物体 や 人 物 か ら 見 て く な り ま す が 、 ベ ペー スカ 9 
右上 に 光源 が あり ます 。 ラー を 強調 し や すい 光源 の 
で す 。 2 が 
り 
万 
回 
1 に 
OT の 
通常 、 目 に する 機会 が 少 
な いた め 目 を 引き や すい 
光源 で す 。 不気味 さや 恐 
怖 感 、 ミ ステ リア ス な 
シー ン な ど を 演出 する こ 
と が で きま す 。 
5 上 リリ ボ ポイ フト 
[自然光 ] と 「 人 工 光 」 
キャ ラク ター イラ スト に お ける 自然 光 は 
太陽 光 と いっ た 単 一 の 強い 主 光 源 で 表 四 
現さ れ ま す 。 そ の た め 光 の 色 に つい て も 
1 色 の こと が 多く あり ます 。 対 し て 人 工 | | 
光 は 光源 の 数 、 色 、 種 類 な ど 多 種 多様 で 身 
す 。 場 面 設定 に も より ます が 、 違う 種類 | | = 
の 光源 が 混在 し て いる シー ン の 場合 は り 
複数 の 光 の 色 を 反映 させ る と リア ル さ 万 


が 増し ます 。 ま た 、 ラ イト や 携帯 電話 、 魔 
法 の エフ ェクト な どの 光 を 反映 する の も 
面白 いで し ょ よう 。 








光 と 陰影 


イラ スト の 立体 感 を 出す に は 陰影 が 不可 欠 で す が 、 た だ 単調 に 描き 込む だ け で は 今一つ 見 栄え が 良く な ら な 
いこ と も 多く あり ます 。 明 暗 だ け で な く 色 を 上 手 く 利用 し た り 、 陰影 が で きる 法則 を 理解 する こと で 、 さらに 
魅力 的 な イラ スト に 仕上 げ ま し ょ う 。 


人 @ 基 本 的 な 明暗 


直接 光 回 CO 太陽 光 の よう に 単 一 の 強い 直接 光 の 場合 、 物 体 に は 
ハッ キリ と わか れ た 明 部 と 暗部 が で きま す 。 光 の 当 た 
る 明 部 の 中 で 最も 明る い 部 分 が ハイ ライ ト で す 。 暗 部 
に は 陰 の 他 に 光 が 他 の 物体 に 当たり 反射 し た 反射 光 
明 部 反射 光 に よる 照り 返し が で きま す 。 陰 の 中 で も 接地 面 の よう 
に 奥まっ て 反射 光 の 入り 込み に くい 箇所 は 特に 暗く な 
り ま す 。 ま た 、 強 い 光 で で きる 影 も エッ ジ 付 近 の 彩 度 

を 上 げ る こと で 鮮やか で 強い 光 を 表現 で きま す 。 

拡散 光 [ 

0 陰影 の 色 
陰影 の 色 を 選ぶ 際 の ポイ ント の ひと つ 


が 色 の 明る さ で す 。 有 彩色 で は 黄色 が 
最も 明る く 、 青 や 青紫 が 暗く 見 えま す 
明 部 は 黄色 寄り に 、 暗 部 を 青 寄り に 表 
現す る こと で 単純 な 明度 の 違い より も 
深み の ある 明暗 に な り ま す 。 










た マイド 


暗部 ( 影 ) 


曇天 の よう に 光 が 様 々 な 方 向 に 拡散 反射 し た 拡散 光 で は 、 明暗 
の 境界 線 は ハッ キリ せ ず 、 光 源 方 向 の 明 部 か ら 暗 部 へ 柔らか な 
グラ デー ショ ン で 移り 変わ り ま す 。 直接 光 と 比べ て 反射 光 は 目 
立ち ませ ん 。 

例え ば 、 影 は 直接 光 で 描き 、 陰 を 拡散 光 で 描 ぐ と 、 メリ ハリ の 
つい た イラ スト な ら で は の 表現 が で きま す 。 


に 明 
gy 
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| ope® 
青 寄 【 
@ 明 暗 境界 の 彩 度 し 
明暗 の グラ デー ショ ン は 単純 な 変化 たり も 、 中 間 の 彩 度 を 上 げ る こと 
で コン トラ スト が 際立ち 活き 活き と 美しく 見 えま す 。 
な め ら か な グラ デー ショ ン エッ ジ の 強い 境界 部 分 
通常 の グラ デー ショ ン 彩 度 の 高い 色 を 入れ た 通常 の 境界 エッ ジ 部 分 に 彩 度 の 
グラ デー ショ ン 高い 色 を 入れ た 境界 





い 色 を 入れ る 彩 度 の 高い 色 を 入れ る 


彩 度 の 高 


=] 





記 塗り の 基本 


肌 を 塗る 際 の ツー ル や 基本 的 な テク ニッ ク の 例 を 紹介 し ます 。 


⑧ 塗 り に 使う 主 な ツー ル 


肌 の 着色 を する 際 は 主 に 下記 の よう な ツー ル を 使い ます 。 
を 調整 し た り 、 サ イズ を 固定 に する な 


て 濃度 を 変え た り 、 ぼ か し 具合 


必要 に 応じ 


ど 設定 の パラ メー タ を 変更 し な が ら 使用 し て いま す 。 





濃度 変化 の 少な い 
固い エッ ジ の ブラ 
が の ダ ャ ー ジ な 
陰 や 落ち 影 な どの 
塗り に 使い ます 。 


ぼかし ツー ル 。 | ぼかし ツー ル 。 | a 


す 際 に 使用 し ます 。 





⑧ 浴 り の テク ニッ ク 





主 に 部 分 的 に ぽか 


柔らか い 濃 度 変化 
の ブラ シ で す 。 主 に 
陰 の 塗り に 使用 し 
ます 。 


し 


濃度 変化 の な い 消 
し レゴ コ あ だ すず す 。 エッ ジジ 
を 立て た りす る 際 
に も 使い ます 。 





み 


下記 の よう な テク ニッ ク を 組み 合わ せ て 塗っ て いき ます 。 








陰影 を つけ る 際 の 
am ーー 
す 。 シャ ー プ な 者 

pe 
た り 、 落ち 影 の 距離 
感 を 演出 する な ど 、 
使い 方 は 様々 で す 。 





ハイ ライ ト は ツヤ 
や か な 肌 の 質感 や 
立体 感 に 密接 に 関 
係 し て いま す 。 輪郭 
に 沿っ て 描写 する 
エッ ダラ イト は 上 
源 方 向 も 強調 する 
0 CE 9 





























ボケ 足 が 大 きく 、 


際 に 使用 し ます 。 





濃度 が 薄め 
の ブラ シ で す 。 柔らか な 陰影 
や ダラ デー ショ ン を つゆ る 





が り ま す 。 


人 体 は 円 柱 に 近い 
形状 の 部 分 が 多く 、 
回 り 込 み の 表現 に 
グフ アー ジョ が 
必須 で す 。 ま た 女性 
の な め ら か な 肌 の 
表現 に も 多用 し ま 
す 。 





空気 感 や 立体 感 を 
表現 で きる 反射 光 
を 描き 込む こと で 
リア リティ が 増し ま 
す 。 色 は 背景 に 合わ 
mm せま す が 、 水 色 や 青 
色 な ど を 使う こと 
も 多々 あり ます 。 


選択 中 の ブラ シ の 描き 味 そ 
の まま に 、 消し ゴム と し て 使 
うこ と が で きま す 。 消し ゴム 
の 代用 や 消し ゴム と 組み 合 
わせ る こと で 表現 の 幅 が 広 


1 1 





汰 暗い 了 脱 当 回 





WIA】 に 


JT 〇 時 お 症 政 回 


TO 脚 岬 飛 回 


塗り の 順序 


肌 の 塗り を 順序 に 沿っ つて 説明 し て いき ます 。 数 多く 


の 要素 が 重なる と は じ め は 難し く 感 じ ま す が 、 ひ と つ ひ 


と つ 確 認 し て いく こと と で 分 か りや すく な り ま す 。※ 色 は イラ スト に より 異な り ま す 。 一 例 と し て 参考 に し て くだ さい 。 





細か い 箇 所 は ブ 
ラ シ サ イズ を 小 
さ 目 に し て 塗り 
込み 、 透 明 色 や 
消し レゴ ム 、 ぼ か 
し ツー ル と 切り 
替え な が ら 整 え 
表す 。 





回 り 込 み の 陰 は 
グラ デー ショ ン 
で 表現 し まし ょ 
が 








⑧ 線 画 ・ ベ ペー スカ ラー 

線画 は あま り 強 調 し 過ぎ な いよ う 、 太 さ に 注意 し て 描き まし ょ 
う 。 し っ か り と つなげ て 描く こと で 自動 選択 範囲 ノー ル や 塗り 
つぶ し ツー ル で 選択 範囲 を 取り や すく な り 、 下 塗り 作業 の 負担 
を 大 幅 に 軽減 で きま す 。 線 画 完成 後に 新規 レイ ヤー を 追加 し 
ベー スカ ラー で 塗り つぶ し ます 。 最 終 的 な 完成 度 に 影響 する た 
め 、 で きる だ け は み 出 し や 塗り 残し が な いよ うに し ます 。 


(、) ペ スカ ラー 


@1 影 

「 1 影 ] レ イヤ ー を 作成 し て ペー スカ ラー に クリ ッ ピ ング し レ 、 立 
体 に 合わ せ て 明る め の 陰 を 塗り ます 。 ペ ー ス カラ ー か ら あ ま 
り 離 れ な い 色 味 を 選択 し まし ょ う 。 ま ず は 大 き な ブ ラ シ で 大 
ま か に 陰影 を つけ ます 。 


© 


落ち 影 は ぼ か さ 
ず シ ャ ー プ に 描 
写す る こと で メ 
リハ リ が 出 ま す 。 
その 際 、 影 が 落 
ちる 箇所 が 遠い 
場合 は エッ ジ を 
徐々 々 に ぽか し て 
距離 感 を 出す の 
も 良い で し よう 。 





胸 と 体 が 接する 部 分 
は 消し ゴム な ど で 形 
を 整え ます 。 胸 の ラ 
イン の 延長 を 意識 す 
る と 自然 な 印象 に な 
り ま す 。 


強 房 は エア ブラ シ な 
ど ふ ん わり し た グラ 
デー ショ ン を 使っ て 
丸み を 表現 し ます 。 





@2 影 

「2 影 ] レイ ヤー を 作成 し 、 暗め の 陰影 を 塗っ て い 
きま す 。 2 影 の 色 味 は 思い 切っ て 暗め に する と コ 
ント ラス ト が 際立ち ます 。 は じ め は 1 影 と 同様 に 大 
きめ の ブラ シ か ら 塗 り 始 め 、 そ の 後 は 小さ め の ブ 
ラ シ で 塗り まし ょ う 。 落 ち 影 に つい て は 、 す べ て 2 
影 で つけ る と と も あり ます 。 


© 





奥まっ た 箇所 






奥まっ た 箇所 な ど 光 が 入り に く 
い 部 分 や 、1 影 内 の 陰影 、1 影 を 
強調 し た い 部 分 な ど に 塗り 込ん 
で いき ます 。 あま り 2 影 の 量 が 多 
いと 暗く な り 過 ぎる の で 注意 し 
まし ょ う 。 


JI の 隊 器 光岡 





回 
i 
半 
首 の 落ち 影 
の 
り 
万 
100 $3 通常 
10 [| %] 候 j 過 
肌 
100 所 通常 
ハイ ライ ト 
100 % 加 穫 ( 発 光 ) 
100 % 通 常 M 
反射 光 半 
85 % 骨 常 身 
奈 色 表現 の 
100 % 通 常 > 水 
2 り 
100 % 通 常 万 


2 愛 


ino ぁ ) 授 市 
ト ダ 

100 上 通常 

山 
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@3 影 

必要 に 応じ て 「3 影 ] レイ ヤー を 作成 し 、 さ ら に 暗い 部 分 に 
影 を つけ ます 。 色 味 は 2 影 か ら さ ら に 暗め で か つ 彩 度 が 上 が 
り 過 ぎ な いよ うに し ます 。 肌 の 中 で 最も 暗い と 思わ れる 人 箇所 
に 色 を 置き まし ょ う 。 


©:: 


@ 春 色 表 現 

「 寒 色 表 現 ] レイ ヤー を 作成 し ます 。93 影 の ある 箇所 や 落ち 影 
の 奥まっ た 部 分 な ど 、 か な り 暗 め の 部 分 に つっ すら と 青色 や 
薄紫 色 を 重ね る こと で 陰影 が 引き 締まり ます 。 な ん と な く 青 
い 気 が する と いっ た 程度 の 薄 さ で 重ね る の が きれ い に 見 える 
コツ で ず 。 





代 反 射 光 
[反射 光 」 レイ ヤー を 追加 し 、 反射 光 を 描き 込み ます 。 ハ イラ 
イト と は 逆 方 向 の 輪郭 を 中 心 に 描写 する と 効果 的 で す 。 


( rt 


⑧ 赤 み の 追 加 
次 に 「 赤 み 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 落 ち 影 の ふち や 陰影 の グラ 
デー ショ ン 部 分 に 薄く 赤色 を 乗せ ます 。 


QO 赤 味 の 追加 





首 の ハイ ライ ト 


は 細く 入れ ます 。 


人 @ 立 体感 の 強調 

「 立 体 強調 」 レイ ヤー を 追加 し 、 合 成 モー ド を 「 加 算 (発光 ) 
レイ ヤー」 に 変更 し ます 。 立 体感 を 出し た い 箇 所 に 彩 度 の 低 
い オ レン ジ 色 を 極 薄く 乗せ ます 。 


© 立体 感 の 強調 


る @ ハ イラ イト 

「 ハ イラ イト 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 肌 の 最も 明る く な る 部 分 に ぽ 
け の 少な い ハ イラ イト を 描き 込み ます 。 表 現し た い 質 感 に 合 わ 
せ て ハイ ライ ト 自 体 の 有無 や ぼけ 具合 を 調節 し まし ょ う 。 


(、) パ ライ ト 


胸 の ハイ ライ ト は 球 
体 を イメ ー ジ する と 
わか りや すい で す 。 





0 線画 の 色 ト レー ス 

最後 に 線画 が 黒 の まま で は 目立ち 過ぎ る た め 塗 り に 馴染 ませ 
ます 。 方 法 は 色々 あり ます が 、 今回 は 肌 の 塗り を 複製 し 統合 
し た も の を 加工 し て 馴染 ませ て いま す 。 
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1 
Hl 
を 
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tS ら 早 9S 箇 共生 回 


らら 早 9 箇 共 コ 回 


イラ スト に お ける 肌 の 色 に は 一 般 的 な 肌色 や 褐色 肌 、 色 白 な 肌 だ け で な く 、 
現実 と は 違っ た 世界 観 で あれ ば 青 や 赤 と いっ た 肌 の 色 も あり ます 。 
ペー スカ ラー ご と に 陰影 や ハイ ライ ト の 色 味 の 例 と 色 を 選ぶ コツ を 紹介 し ます 。 








オー ソ ド ッ クス な 肌色 


キャ ラク ター イラ スト で 最も よく 目 に する タイ プ の 肌色 で す 。 使 
用 頻度 が 高い た め 、 何 パタ ー ン か プリ セッ ト を 用 意 し て お く の も 
オス ス メ で す 。 





ベー スカ ラー 
明る く 、 彩 度 の 低い オレ ンジ 色 で す 。 


1 影 

明度 を ほとん ど 下 げ ず に 彩 度 を 大 幅 に 上 げ 、 色 相 は 赤 
に 寄せ ます 。 明 度 を 大 きく 下げ 過ぎ る と 、 血 色 が 悪 そ 
うに な っ て し まう こと が ある の で 気 を つけ まし ょ う 。 


2 影 
1 影 か ら 明 度 を 下げ て 、 彩 度 は 変化 を 少な め に し て 、 色 
相 は 赤 紫 に 寄り ます 。 





ハイ ライ ト 
ベー スカ ラー が 明る め の た め 、 ハ イラ イト は 白色 に 極 
め て 近い 黄色 に し まし た 。 





で ーー を 


| 
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健康 的 な 肌色 (褐色 ) 


褐色 肌 は 元気 が 良く 健康 的 な キャ ラク ター な ど に よく 使わ れ ま 
す 。 ま た 日 焼け し た 肌 に も 使わ れる た め 使 用 頻度 も 多め で す 。 


ペー スカ ラー 
比較 的 彩 度 が 高く 明る い 色 を 選び ます 。 暗め の 色 に す 
る と また 違う 印象 に な る の で 適宜 調整 し まし ょ う 。 


1 影 

オー ソ ド ッ クス な 肌色 と 比べ 、 明度 を 少し 下げ 彩 度 の 変 
化 は 控え め に し 、 色相 を 赤 寄 り に し ます 。 褐 色 肌 は ベー 
ス の 彩 度 が 高い た め 、1 影 で 彩 度 を 大 きく 上 げ 過 ぎる と 
全体 的 に 赤 つ ぽく な り 過 ぎる の で 気 を つけ まし ょ う 。 


2 影 

1 影 と 同様 に 明度 、 彩 度 を 変更 し 色相 は 赤 紫 に 
寄せ ます 。 

ハイ ライ ト 


ペー ス に 合わ せ て 彩 度 を 若干 高め に する と 
きれ い に な じみ ます 。 









病弱 な 肌色 (色白 ) 


白く 抜け る よう な 肌 は 病弱 な キャ ラ だ け で な く 神 秘 的 な 雰囲気 
の キャ ラ な ど に も 使い ます 。 オ ー ソ ドッ クス な 肌 と の 違い を し っ 
か り と 描き まし ょ う 。 





ペー スカ ラー 
肌色 と いう より 白色 に 近い 彩 度 の 極め て 低い 肌色 で す 。 


1 影 

褐色 と 同様 に 明度 を 下げ 、 彩 度 を 上 げ ま す 。 彩 度 を 上 げ 
過ぎ る と 血色 が 良く 健康 的 に 見 えて し まう の で 注意 し て 
色 を 選び ます 。 


2 影 
2 影 も 同じ く 明 度 の 変化 を 中 心 に 、 気 持ち 紫 寄 り に し ま 
す 。 


ハイ ライ ト 
ほぼ 完全 な 白色 で す 。 ベ ー ス の 影響 で 目立た な い 場 合 は 
1 影 を ハイ ライ ト 付 近 に 薄く 入れ まし よう 。 
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NII に に 一 | 


口 | 


LL 
立 


IA 】 に 


JT 〇 時 お 症 政 回 


JT の 潮岬 コ 固 





黒い 肌色 


黒い 肌 は 他 の 肌色 の キャ ラク ター と 比べ る と 目 に する 機会 
は 少な いで す が 、 活 発 な キヤ ラ や ミス テリ アス な キャ ラ な ど 
幅広 い 宿 囲 気 の 演出 に 使え ます 。 

ベー スカ ラー 

ペース と な る の は 彩 度 、 明 度 の 低い 赤色 で す 











1 影 ・2 影 

1 影 、2 影 と も に 明度 を 中 心 に 変化 を つけ ます 。 彩 度 の 
変化 は 控え め に し 、 段 階 的 に 紫 に 寄せ て いき ます 。 彩 度 
を 高く し 過ぎ る と 全体 の 印象 が 黒 肌 か ら 離 れ て し まう の 
で 、 様 子 を 見 な が ら 色 を 選び ます 。 


ハイ ライ ト 

他 の 肌色 と 比べ て 明度 が 低い 色 味 に し ます 。 ベ ー ス カ 
) ラー が 暗い た め 、 ハ イラ イト が 明る 過ぎ る と 浮い て し ま 
い 、 目 立ち 過ぎ る の で 注意 し まし ょ う 。 








人 外 の 肌色 (青色 ) 


現実 に は 存在 し な い 青 や 赤 な どの 肌 は 、 フ ァ ン タ ジ ー に 登場 する 
魔 族 や 亜人 な ど で よ く 使 用 され ます 。 今回 は 青 肌 を 例 に し まし た 。 





パー スズカ ラー 
水色 に 近い 明る めで 彩 度 の 低い 青色 で す 。 





1 影 

明度 を 大 きく 下げ 、 合 わせ て 彩 度 を 上 げ ま す 。 そ の 際 少 
し 色相 を 紫 に 寄せ る と 全体 の 色 味 に 、 青 系 統 の みよ り 幅 
を 持た せら れる の で オス ス メ で す 。 

2 影 

彩 度 の 変化 は 最小 限 に し 、 明 度 を 中 心 に 変更 し ます 。 色 
相 は 若干 紫 に 寄せ て いま す 。 

ハイ ライ ト 


ハイ ライ ト に は 明る い 水 色 を 選択 し まし た 。 


SS } JS 


各 影 色 の 彩 度 を 上 げ ず 、 色 相 の 変化 も 控え め に し 、 ブ ルー グレ ー の よう な 
色 味 に する と 統一 感 の ある スッ キリ と し た 色 味 の 肌 に 仕上 が り ま す 。 





彫 ロケ ーション に よる 光源 の 違い 
同じ 肌色 で も 光源 の 違い や 周囲 の 環境 に よっ て 表現 方 法 が 異な り ま す 。 
背景 の 環境 に 合わ せ て 塗り 方 や 色 使 い を 変え る こと で より リア ル さ を 出す こと が で きま す 。 


人 @ 屋 外 (晴れ ) 

単 一 の 強い 直接 光 で ある 太陽 光 は 、 ハ イラ イト や 反 
射 光 の 影響 が 強く な り ま す 。 あわ せ て 影 を 暗め に す 
る こと で より コン トラ スト を 強く し ます 。 また 陰影 
の 彩 度 を 高め に する こと で 太陽 光 の 色 鮮 や か さ を 























表現 し ます 。 
頭 
部 
” 
り 
0 主 内 万 
設定 に も より ます が 、 単 一 の 
蛍光 灯 な どの 場合 は 太陽 光 
と 似 た 印象 の 陰影 に な り ま ! 
す 。 蛍光 条 カ バー な どの 影響 EE 
で 光 が 柔 ら か く 拡 散 気味 に 
な る た め 、 影 の エッ ジ は 若干 
ぼかし ます 。 反射 光 も 弱め に  / 
設定 し まし よう 。 人 人 
/ ( 
の 
A り 
/ 
四 
MN 
信 暗 所 
暗い 場所 で は ペー スカ ラー の 色 味 を 暗め に 変更 し 、 比 較 的 の 
明る く な る 場所 に 元 の ベー スカ ラー を 薄く 重ね て 立体 感 のり 
を 強調 し ます 。 ハ イラ イト 、 陰 影 共に 全体 的 に 拡散 光 で の 訪 


描写 を 意識 し ます が 、 メ リハ リ が な く な り 過 ぎ な いよ う 影 
な ど 一 部 は ある 程度 は つき り と 描き まし ょ う 。 ハ イラ イ 
ト 、 反 射 光 は 弱め に する こと で 光 の 弱 さ を 強調 し ます 。 
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ーーーーーーー デ 回 回 了 内 一 一 ーーー デー 


特定 の パー ツ を 女性 の 身体 で 最も 視線 を 集め る の は 胸 や お し り で す が 、 
3 その 他 に も 視線 を 集め や すい パー ツ は 数 多く あり ます 。 
描き 込む それ ら の パー ツ を 好む 人 に 見 て も らい や すく する た め に 


は 、 し っ か り と 描き 込む よう に し まし ょ う 。 

引き つけ る イラ スト に する た め に は 、 た だ 描き 込む だ け 
で は な く 、 こ と の バ パーツ は こう いう 感じ に し た い ! と いう 
よう な 自分 自身 の こだわ り が ある と な お 良い で し ょ よう 。 

描い て いる 側 の 意図 と いう の は 思い の ほか 見 て いる 側 に 
伝わる も の で す 。 まず は 自分 の 好き な パー ツ を 見 つけ 、 納 
得 い くま で 描き 込む と いう の も 沢山 の 人 に 見 て も ら う た 
め の 足 掛か が り の ひと つ だ と 思い ます 。 





ふと し た 拍子 に 見 える 女性 の 首筋 は と て も 女性 の わき は 筋肉 の 凹凸 や シワ を ハッ キリ と 描 


ペグ シー で す 。 く と 魅力 的 に な り びる 
お 腹 





柔らか そう な お な か や 引き 締まっ た お な か は 人 肉 づ き の 良 い 太 も も と は 対照 的 な 、 骨 の 陰影 が 浮 
二 の / パ ー ツ です 。 か ぶ 引 き 締 まっ た 膝 は 目 を 引き ます 。 
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パー ツ 別 塗り 廊 の ボイン ト 


頭 部 の 塗り 万 





画 目 の 基本 を 知る 


瞳孔 
瞳孔 を 中 心 に 配置 し まし ょ 
う 。 大 き さ を 調整 する こと 
で 感情 を 表現 し ます 。 


ハイ ライ ト 





パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 


目 (まつ げ ) 。 塗 り 方 を 知 ろ ぅ 


キャ ラク ター イラ スト に お いて 、 顔 は 優先 的 に 視線 を 集め た い 部 位 で す 。 中 
で も 目 は 最も 視線 を 引き つけ 、 キ ャ ラク ター の 個性 を 決定 つけ る 重要 な パー 
ツ で す 。 様 々 な 角度 ・ 表 情 ご と に 特徴 を 捉え た 塗り を 学ん で いき まし ょ う 。 



















実物 の 目 の 構 造 を 意識 し て 塗り まし ょ う 。 虹 灯 、 
障 孔 な ど 各 バー ツ を し っ か り と 描写 する こと で 
説得 力 の ある 目 に 仕上 ぼる こと が で きま す 。 7 [fe i 


まつ げ 
まつ げに よっ て 目 全体 を 形作る こと で 
特徴 や 表情 を 描き 分 け ま す 。 


記 ク 
目 が 本 来 球体 で ある こと を 意識 し て 影 を 描き 込 


み ま し ょ う 。 目頭 や 目尻 に 少し 影 を 入れ る こと 
で 立体 感 を 出す こと が で きま す 。 


虹彩 


源 を 意識 し た 方 向 に 描写 し ます . 瞳孔 の 一 回 り 外側 に 描き 込み ます 。 あ まり 描き 込み 過 
年 齢 や 感情 に よっ て 量 と 配置 を 変 ぎる と 浮い て し まう の で 注意 し まし ょ う 。 


えて も 良い で し よう 。 


人 5 リフ ボ ポイ フト 


横 か ら 見 た 目 の 描 き 方 眼球 は 球状 で す が 、 瞳 の 部 


顔 の 前 面 の 立体 に 合わ せ ー 分 の み 少 し 凹ん で いま す 。 


て まつ げ を 描写 し まし ょ A 
う 。 瞳 は 球状 に 合わ せ て 描 

写す る た め 、 横 を 向く ほど 
細長 く な り ま す 。 


ZZ 


凹ん で いる 部 分 の 奥行 き 
を 意識 する こと で 、 瞳 を 立 


体 的 に 描写 する こと が で 
きま す 。 





8 / に 





園 感情 の 違い に よる 目 の 表 現 


表情 や 感情 に よっ て 、 ま つげ の 形 だ け で な く 、 目 の 表現 に も 違い が 出 て きま す 。 
喜び 、 興 味 が ある な どの 感情 で は 、 瞳 孔 が 大 きく な る の で 、 ハ イラ イト を 増 や 
し ます 。 逆 に 怒り や 悲 し み と い っ た 感情 で は 、 瞳 孔 が 小さ く な る の で 、 ハ イラ 
イト は 減ら す 方 が 良い で し ょ う 。 


通 ーー へ N。 坦 廊 
目尻 を 少し 下げ 、 下 目尻 を 上 げ 、 目 つき を 
上 騰 を 上 げ る こと で 務 名 くし ます 。 有 瞳孔 は か 











ら か い 印 象 に し ます 。 な り 小 さめ に 描き 、 ハ 2 
瞳孔 ・ ハ イラ イト を w い イラ イト を 入れ な い 間 
し 大 きく 描く こと ki こと で 感情 の 強 さ を の 
で 活気 の ある ポジ 生 表現 し ます 。 ニー 
ティ ブ な 感情 を 表現 時 
し ます 。 a 
=| 
ーー ンー へ (上 義 き 3 
目尻 を 下げ 、 上 瞳 自 休 大 きく 目 を 見 開き 、 較 記 
も 少し 下げ ます 。 合わ 孔 だ け で な く 、 瞳 自体 
せ て 瞳 自 体 も うつ む (9 を 小さ く 描く と と で 
1 トン /、 き 気味 に する こと で 、 見 開い た 目 を 強調 で 
沈ん だ 気持 ち を 強調 きま す 。 
で きま す 。 ae 濁 


+ 





あさ ざら め あさ ざれ 
目尻 と 上 上 肉 を 下げ ま 「 あ きら め 」 と 同様 
し ょ う 。 瞳 孔 を 小さ く に 目尻 と 上 上 肉 を 下 
描き 、 ハ イラ イト を 描 げ ま す が 、 少し 柔 ら 
か な いこ と で 焦点 の か い 印 象 に し ます 。 
合っ て いな いう つろ 上 肉 と 下 上 肉 を 平行 
な 瞳 を 表現 し ます 。 に する こと で 脱力 
感 を 表現 し ます 。 
5 ワリ ポイ フト 





まつ げに 髪 色 や 赤色 を 
の せる こと で 、 肌 に 目 を 
な じ ま せ た り 情 報 量 を 
上 びる る で か で さま すす 


た だ し 、 や り 過 ぎる と 目 
の 印象 が 極端 に 弱く 
な つ < レ まう の で 注意 
レル ま レ まつ 。 
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感情 の 違い に よる 眉 の 表現 





眉 は シン プル な パー ツ で す が 、 目 に 近い こと も あっ て 表情 に 大 きく 影響 し ます 。 
手軽 に 感情 を 表現 で きる た め 積 極 的 に 活用 し まし ょ よう 。 


眉 の 感情 表現 


眉 は 位置 や 角度 、 形 状 を 変化 させ る こと で 感情 や 心情 を 表現 し ます 。 
目 や 他 の バー ツ と 組み 合わ せる こと で その 感情 を より 強調 し た り 、 違う 感情 を 混在 させ る こと が で きま す 。 













/ ノ ン 


動き は あま りつ けず 、 自 然 な 印象 に 弧 を 描く よう に 眉 を 上 げ る と 笑い 眉間 に シワ を 寄せ 、 眉 尻 を 上 げ る と 
し ます 。 や 明る い 表情 に 見 えま す 。 怒り の 表現 に な り ま す 。 


悲し み 困り 驚き 


ァ ン ン * アン ン ノン t 






A , Lr 


少し だ け 眉 間 に シ ワ を よせ 、 眉 尻 を 悲し みよ り 眉 尻 を 下げ た り 、 八 の 字 眉 全 体 を 上 げ る こと で 、 目 を 見 開い 
下げ 八 の 字 に する こと で 悲し い 印 を 強調 し て 描く こと で 困っ た 印象 た よう な 印象 に な り 驚 いた 表現 に 
象 を 与え ます 。 に な り ま す 。 な り ま す 。 


/ グ 


特徴 的 な 眉 


眉 に は 様々 な 形状 の も の が あり 、 特 徴 的 な 眉 は キャ ラク ター 性 を 表現 し や すい バ パーツ で す 。 
キャ ラ に 合わ せ て 長 さ や 太 さ を 調整 し まし ょ う 。 





時 キャ ラク ター の タイ ブ に よる 目 の 描 き 方 





目 の 描き 方 を 変え る こと で 性 格 の 違い を 表現 する こと が で きま す 。 性 格 に 合わ せ て 、 目 
つき だ け で な く 瞳 の 大 き さ や 塗り を 変え 、 キ ャ ラク ター 性 を 強め まし ょ う 。 





健康 的 


瞳 目 体 を た 大 きめ に 指 
き 、 曰 目 の 面積 を 少な 
くし ます 。 ハ イラ イト 
を 増やす こと で 明る 
く 健康 的 な 印象 に な 
り ま す 。 


A Jj・ 

クー ル 
目尻 を 上 げ 、 つ り 目 に 
する こと で クー ル な 
イメ ー ジ に 。 瞳 孔 を 小 
さめ に 描き 、 ハ イラ イ 
ト は 少な め に 描写 し 
ま 区 まつ 。 





自信 家 


目尻 を 上 げ 、 有 瞳孔 を 
大 きめ に 描写 し ます 。 
ハイ ライ ト も 多め に 
れ ま す 。 




















セク シー 


瞳 は 少し 小さ め に し 
て 、 目 の 形 も 横長 に し 
ます 。 少 し 目尻 を 下げ 
の だ で ダシ ー 信 
を 強調 し まし よう 。 





内 向 的 
目尻 を 下げ 、 ハ イラ イ 
ト は 少な め に 描き ま 
し よ ょ う 。 瞳 孔 を 小さ め 
に し て 、 内 向 的 な 印象 
を 出し ます 。 


性 格 の 違い は 目 の 形 だ け で な く 、 色 で も 表現 する 
すこ と が で きま す 。 目 の 形 ほど イン パク ト は あり 
ませ ん が 、 形 と 色 を 組み 合わ せる こと で 、 イメ ー 
ジ を より 強く 印象 づけ る こと が で きま す 。 
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知 聞 らい 脱 当 園 


JT の 装 骨 政 I 回 


頭 
部 
の ) 
水 
り 
方 
目 
ビ コ 
2 
げ 





Jo 脱 S 地 ドッ | 回 


ゞ = 際 に 目 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
OKA 生ま 


目 の 塗り 方 






日 目 、 瞳 の 下塗り を し て 瞳孔 の 
位置 を 決め ます 。 瞳 孔 は 奥行 き 
を 意識 し て 描き 込み ます 。 合 わ 
せ て まつ げに も 少し 色 を の せ 、 
肌 に な じ ま せ まし ょ よう 。 


まつ げに 肌色 に 近い 赤 系 の 色 を 
入れ る こと で 肌 と な じみ ます 。 





折 目 の 影 を 上 瞭 の 形状 に 合わ せ 
て 描き 込み ます 。 眼球 の 球体 を 意 
識 し て 影 を 入れ る と 立体 感 が 出 
ます が 、 や り 過 ぎ て し まう と 影 が 
目立っ て し まう の で 絵柄 に 合わ 
せ て 調整 し まし ょ う 。 


上 央 の 形 に 合わ せ 、 
影 を 描き 込み ます 












虹彩 の 位置 は 瞳孔 と 同様 に 、 瞳 の 
くぼみ を 意識 し て 奥行 き 感 を 出 
し ます 。 


瞳 の 影 は 光源 の 位置 に 関係 な く 
基本 的 に 上 側 に 描き ます 。 影 の 形 
状 は 奥 の く ぼ み を 意識 し て いま 
す が 、 絵柄 や 好み で 自由 に 変え て 
みる の も 面白 いで し ょ う 。 も う 一 
段階 暗い 影 色 で 縁取 り を し て 影 
を 強調 し て いま す 。 
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瞳 の 下 側 に 弱め の ハイ ライ ト を 
描き 込み ます 。 影 に は 反射 光 を 
描き 込み まし よう 。 


反射 光 


弱め の ハイ ライ ト 





瞳 に 環境 光 を 描き 込み 
ます 。 光源 と 反対 方 向 
の 影 に 入れ ます が 、 形 
や 強 さ は 好み で 調整 し 
ます 。 


最後 に 光源 方 向 に ハイ 
ライ ト を 描き 込ん で 完 
成 で す 。 
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装 朋 G い 脚 紀 園 


[CE 中) 皿 ] 本 ご 隊 選 同 四 





JI の 野 過 政 ロ 回 


IT の 脚 G 岬 政 回 


画 唇 の 基本 を 知る 
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パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 
唇 ・ 舌 塗り 方 を 知 2 ぅ 
唇 は 人 間 の 感情 を 表現 する 大 切な パー ツ で す 。 目 や 眉 な ど と 一 緒 に 形 を 変え 


る こと で 様々 な 表情 を 作る こと が で きま す 。 複雑 な だ け に 描き 方 が 難し く 塗 
り 方 次 第 で 与え る 印象 が ガラ ッ と 変わ る パー ツ で す 。 






唇 は 、 歯 の 丸み に 沿っ て カー ブ を 描い て い 
て 、 中 心 に いく ほど 厚み が 増し 、 口 の 端 に 
いく に し た が い 油 く な り ま す 。 唇 の 形 を 考 
え 、 影 が 入る 場所 、 入 ら な い 場 所 を 見 極め 
て 塗っ て いき まし ょ う 。 


上 唇 
上 唇 は 下 唇 に か ぶさ る 
ボボ つ に で きき て いま す 。 





下 幽 

上 唇 の 輪郭 は きっ ちり 描く の に 対し て 下 舎 は ぼかし て 
塗る の が ボイン ト で す 。 下 唇 を ハッ キリ 描い て し まう と 
化粧 が 濃い 印象 を 与え て し まう の で 、 上 唇 は ぶっ くり 、 
下 辱 は フワ ッ と し た 表現 に し ます 。 


ロロ の 下 の 影 0 上 ワリ リボ ポイ フト 
唇 の 下 は 少し 凹ん で いま す 。 薄く 影 を 入れ 
る こと で 立体 感 を 出す こと が で きま す 。 キャ ラク ター を 上 か ら の 角度 で 描く 
場合 は 、 下 唇 を 強調 し て 描き 、 下 か 
ら の 角度 で 描く 場合 は 、 上 唇 を 強調 


し て 描く と バラ ンス の 取れ た 唇 に 
仕上 が り ま す 。 








辱 は 表情 や 感情 に よっ て 、 大 きく 形 が 変わ る バー ツ で す 。 そ れ ぞ れ の 表情 に よ 
る 辱 の 輪郭 や ロロ の 下 の 影 の 入り 方 を よく 観察 し まし ょ う 。 





微笑 ん だ 圭 ① 
口角 を 上 げ て 微笑 ん だ 唇 は 好意 的 な 印象 与え る だ け 
で な く 、 目 や 眉 の 表情 と 合わ せる こと で 、 誘 惑 、 戸 惑 
いと いっ た 様々 な 表情 を 表現 で きま す 。 





ーー 


笑っ た 唇 


和 失 つ た 唇 は 微笑 ん だ 唇 と 同様 に 他 の 顔 の バー ツ と 合わ 
せる こと で 様々 な 表情 を 表す と と が で きま す 。 笑 つた 
表情 、 員 括 う 表情 、 しゃべっ て いる 描写 な ど 用 途 は 様々 
で す 。 ま た 、 歯 を 描く か 描か な いか で も 印象 が 変わ り 
ます 。 





徴 話 ん だ 唇 ② 


少し 口 を 開け て 微笑 ん だ 唇 は 、 ニ ヤツ キ 、 員 笑 の 他 に 
誘惑 な どの 表情 に も 使う こと が で きま す 。 唇 の 端 を つ 
り 上 げた りす る と 、 よ り 悪 役 の 笑い 方 に 近く な り ま す 。 
誘惑 の 表情 に し た い 場 合 は 、 ぶ ぷり っ と し た ハリ の ある 
描き 方 が オス ス メ で す 。 





悔し が る 唇 
悔し が る 唇 は 、 口 の 形状 に 注意 し て 唇 の 輪郭 を 描く こ 
と が 大 切 に な り ま す 。 こ ご の 表情 は 、 口 の 開き 方 を 変え 
る だ け で 悲し み 、 怒 り 、 軽 蔵 な どの 表現 に も 使え る の 
で 便利 で す 。 


「 へ 」 の 字 の 結 


不満 、 自 信 の 表れ で ある この 唇 は 他 の 唇 と 異な り 、 描 
く 際 に 口元 の 下 か ら の 角度 を 意識 する と 上 手 く 描く こ 
と が で きま す 。 ま た 、 口 の 下 の 影 を 強く 入れ る こと で 、 
働 慢 さ を 増す こと が で きま す 。 





怒り の 唇 

怒り 、 悔 し が る 、 嫌悪 と いっ た 心情 を 表現 する 唇 で す 。 
歯 を 見 せる こと で 心 の 高 ぶ り を 強調 する こと が で きま 
す 。 ま た 、 強 気 な 笑い に も 使え ます 。 
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装 明 G い 脱 選 回 


2 
豆 
回! 
の 
和 
の 
万 
大 
回 





の 服 間 飛 回 


TI ご 脚 8 岬 飛 回 


時 イメ ー ジ の 違う 唇 


同じ 唇 で も 、 描き た い キ ャ ラク ター に よっ て 塗り 方 や 形 は 異な り ま す 。 多 く の 唇 
を 覚え る こと で いき いき と し た キャ ラク ター を 描く こと が で きる よう に な り ま す 。 


大 人 の 唇 
オー ソ ド ッ クス な 唇 の 塗り 方 で す 。 唇 の 色 味 
を 変え る こと で 、 年 齢 の 違い を 表現 で きま 
す 。 大 人 の 女性 や 大 学生 な ど に 向い て いま す 。 





アヒル ロロ 


「M」 の 字 を 意識 し て 口 の 形 を 描き ます 。 
可愛 さ 、 幼 さ を 表現 する の に 向い て いま す 。 





セク シー な 結 


唇 を 大 きく 厚め に 描く こと と で セク シー な 唇 
に な り ま す 。 指 を 唇 に 添え る な ど し て 、 唇 の 
弾力 感 を 表現 する こと で 、 よ り セ クシ ー に 見 
せる こと が で きま す 。 





ナチ ュ ラ ル メ イク ・ ノ ー メ イク の 抄 


あえ て 辱 を 塗ら ず 、 品 の 下 の 影 や ハイ ライ ト な 
ど 最 小 限 の 描き 込み で 、 健 康 的 な イメ ー ジ を 与 
える こと が で きま す 。 運動 する 女の子 や 元気 な 
女の子 な ど 、 明 るい イメ ー ジ の キャ ラク ター に 
よく 使わ れ ま す 。 
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画 征 の 表現 方 法 還 較 


唇 を 出す 表現 は 、 ギ ャ グ 漫 画 か ら 成人 向け まで 、 様 々 な ジャ ン ル で 幅広 く 使わ 中 
れ て いま す 。 べろ っ と 舌 を 出し た 「 ベ コ ち ゃ ん ボー ズ 」 や な まめ か し く 濡 れ た 舌 ll 
を 出し た 「 セ クシ ー ポ ー ズ 」 な ど が 特徴 的 で す 。 舌 を 出す 表情 は 、 目 や 眉 と いっ り 
た 他 の バー ツ と 組み 合わ せる こと で 、 印象 を ガラ リ と 変え る こと が で きま す 。 の 

不 





[ペペ = 内 の 吉 
「 あ か ん ベー」 を する と き の 舌 で す 。 舌 の 光沢 を 
な くし て 簡略 化し た も の は 、 ギャグ 漫画 な ど で 多 
ぺろ っ と 出し た 舌 く 使わ れ ます 。 歯 を 見 せる 見 せな いで 印象 が 変わ 


べろ っ と 出し た 舌 は 可愛 さ を 引き 立て る の に 有効 で す 。 また 、 まう?・ ーー 
舌 を 出す 位置 や 長 さ 、 形 に よっ て も 様々 な 表現 を する と と が 


頭 
部 
(の) 
の 
方 
大 
選 








で きま す 。 
回 
上 
= 
身 
の 
。 
方 

舌 な ゆめ ずり 

[ 舌 な め ず り 」 は 唇 を 舐め た り 、 美 味 し そう な 食 

べ 物 を 前 に する 行為 で す が 、 欲 し いと 思う も の を 下 

目 の 前 に し て 我慢 で き な い と いっ た 表情 に も 使 半 

うと と が で きま す 。 
0 
り 
方 


口 を 大 きく 開け た 大 


大 きく 開き 、 舌 を 伸ばし た 口 で す 。 食 べ 物 を 食べ る シー ン で 
は 舌先 を 丸め 、 セ クシ ー な シー ン で は 細長 くし て 先 を 失 ら せ 
る の が オス ス メ で す 。 
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> =>4 | 実際 に 唇 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
塗り 方 の ポイ ント 解説 SE の の im | と 


脅威 の 塗り 方 








I 
STEP1 STEP2 
線画 で 口 を 描き ます 。 影 が 入る 部 分 の 線 は 太く 描き ま 唇 の 周り を べ タ 塗り し ます 。 唇 は 細か い バ ー ツ に な り ま 
し よう 。 す の で 、 始め に 色 を お お ま か に 塗っ て お き 、 削る よう に 


し て 形 作 り ます 。 





“PP- 


STEP3 STEP4 
ベタ で 塗っ た 唇 の 不要 な 部 分 を 消し て いく こと で 、 唇 の 口元 に か か る 影 を 塗り ます 。 唇 の 中 心 に 近づく に つれ て 
輪郭 を 出し て いき ます 。 上 唇 は し っ かり 形 作 り 、 下 唇 の 濃く な る よう に 塗っ て いき ます 。 
方 は エア ブラ シ な ど で 、 輪 郭 を ば か し て いき ます 。 


ーー 





STEP5 STEP6 


唇 の ぶる ん と し た 質感 を 表現 する た め に 、 ハ イラ イト を ハイ ライ ト や 口 の 下 の 影 を 薄め に 入れ て 完成 で す 。 
描き 込み ます 。 
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コラ 1 ゴム 





斑 の 描き 方 ・ 塗 り 方 | 告 の 表現 方 法 は 、 大 きく 分 け て 二 つ あ り ま す 。 和 柔らか く ふ 


くら ん だ 「 丸 型 の 舌 」 と 、 先 が 失 り 、 厚み な の ある 「 三 角形 
の 舌 ] の 二 つ で す 。 


状 明 らい 脱 当 還 












・ 隊 」 本 ご 了 脱 G 虹 史 回 





[Hf 


「 丸 型 の 舌 ] は 、 舌先 か ら 舌 全体 を 口 か ら 出 し た と 舌 を 伸ばす よう に 力 を 入れ る と 「 三 角形 の 舌 」 の 
き に 現れ 、 べ ぺろ っ と 舌 な め ず り を する 表情 や 、[「 あ 形 に な り ま す 。 舌 先 で 物 を 舐め た り 、 中 わ せ た り 
か ん ベー」 な どの 舌 全 体 を 出す 表情 に 使い ます 。 する 場合 に 使い ます 。 形 を より 三角 形 に 近づけ て 
柔らか さ 、 優 し さ 、 可 愛さ を 表現 する の に 向い て 舌先 を 鋭利 に する こと と に よっ て 、 悪 意 や 欲求 の 度 
いま す 。 合い を 強め る こと が で きま す 。 


歯 と 舌 で 終 を 引く よう な 嘩 液 で 、 
エロ チッ ク さ が 強調 され る 


楽 り 方 





JI 〇 脚 岬 飛 F 回 








反射 光 嘩 液 を イメ ー ジ 


し た ハイ ライ ト 





舌 の 中 心 線 に か か る 陰影 を 描 貴 液 に よる 光 を 描き 、 よ り リ 言 に 治っ て 看 液 


IO 脳 ③ 逆 | 回 


きま す 。 アル な 舌 を 表現 し ます 。 上 か の 表現 を 入れ る 
ら の 光 だ け で な く 、 下 か ら の 
光 の 反射 も 描き まし ょ う 。 嘩 液 の 表現 で より 一 層 エ エロチック な 






雰囲気 を 出す こと が で きま す 。 









パー ツ 列 汐 う 方 の ポイ ン ト 
昇 ・ 耳 ぁ 塗 り 方 を 知 2 ぅ 
鼻 と 耳 は 美 少 女 イラ スト で は 省略 され が ちな パー ツ の 一 つ で す 。 し か し 、 


キャ ラク ター の 顔立ち や 個性 を 左右 する バー ツ で す 。 出 し た い 個 性 に 合わ せ 
こ 塗 り 方 を 選び まし ょ う 。 

















画 昇 の 基本 を 知る 


鼻 は 特に 省略 や 簡易 化 さ れる こと が 多い 
パー ツ で す が 、 省 略 の 仕方 で 顔 の 印象 は 大 
きく 変わ り ま す 。 基本 的 に は 光源 に 従い 、 ハ 
イラ イト と 影 を 描き 込み まし ょ う 。 


省略 の 例 


』 


鼻筋 と 鼻孔 鼻 孔 の み 鼻先 の み 又は 点 






画 耳 の 基本 を 知る 


耳 は と て も 複雑 な 形 を し て いる の で 、 凹凸 
に 合わ せ て 影 を 描き 込む だ け で 情報 量 を 十 
分 出す こと が で きま す 。 主要 な 構造 を 覚え 
まし ょ よう 。 








証 輪 0 上 リフ ポイ コト 
耳 や 鼻 の 表現 は 様々 
対生 用 で す が 、 描き 込み 過ぎ 
る と 悪 目 立ち し 、 く ど 
対 輸 い 印象 を 与え て し ま 
いま す 。 絵柄 に 合わ せ 
人 て 描き 込み を 調整 し 
耳 珠 nk ED 
耳 甲 介 #4 ) 
耳たぶ | 
ーー 
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園 角 度 の 違い に よる 鼻 の 表現 
リア ル 寄 り の 鼻 は 角度 に よっ て 描き 方 を 変え る こと で 立体 感 を 出す こと が で き 


ます 。 デ フォ ル メ し た 点 だ け で 描写 する 場合 は 、 顔 の 角度 が 変わ っ て も 人 鼻 の 描 
き 方 が 変わ ら な い の で 、 ど の 角度 か ら 見 て も 顔 の 印象 は 変わ り ま せん 。 


正面 側面 
光源 に 従い ハイ ライ ト グー 鼻 の 下 に 少し だ け 影 を グー NN 
と 影 を 描き 込み ます 。  / 描き 込み まし ょ う 。 鼻 孔 / 


は 省き ます 。 





| 装 骨 SO 隊 包 還 











\ 2| 
頭 
( / EE 
涼 
り 
/ 2 
* 鼻 
デア ノ プ オ ル メ リデル デフ オォ ル メ リア ル 当 
ます 。 み ま す 。 
回 
/ 上 
半 
身 
の 
。 
_ ュ 方 
デフ ォ ル メ リア ル デフ ォ ル メ リア ル 
正面 と 同様 に 、 光 源 に 1 
い ハ イラ イト ・ 影 を 描き 
込み ます 。 
四 
\ 鼻 の 描き 方 は 、 年 齢 感 に 大 き な 影 響 を 与え ます 。 
( 成熟 し た 大 人 の 女性 は スラ リ と し た 鼻筋 を 描き 自 
込む こと で セク シー な 印象 を 演出 する こと が で の 
きま す 。 低 年 齢 の 場合 は 、 鼻筋 や 鼻孔 を 描写 せ > 水 
ず 、 シン ブル な 鼻先 の みや 点 だ け の 方 が 可愛 ら り 
し い 印 象 に な り ます 。 方 


描く キャ ラク ター の 設定 年 齢 に 合わ せ た 鼻 の 表 


a ae 現 方 法 を 研究 し まし ょ う 。 


30 








画 距 離 に よる 耳 の 略し 方 


耳 は テイ スト の 違い だ け で な く 、 引 き の イ ラス ト な の か 寄り の イラ スト な の か の 
違い に よっ て 描き 込み 量 を 変え る と 、 和 距離 感 を うま く 演 出す る こと が で きま す 。 





め 
近 距 離 中 距離 遠 中 離 
リア ル 寄 り に し 、 描 き 込み 量 を ある 程度 ディ テー ル を 省 いた 描き 込み 量 は か な り 減ら し 、 情 
増やし ます 。 描き 込み 量 に し ます 。 報 量 は 最低 限 に 絞り ます 。 





画 耳 の 形 


人 間 以 外 の 生物 や 種族 を 描く 際 に 、 耳 は 大 き な 特 徴 が 出せ る 重要 な ボイン ト で 
す 。 基 本 的 な 構造 は 人 間 の 耳 を ペー ス に し 、 耳 の 形 に 合わ せ て 自由 に 構造 を 変更 
し 、 陰 影 を 描き 込み まし ょ う 。 








エル フ ( 長 ) エル フ ( 短 ) 
長く 失っ た 形 が 良く 見 られ ます 。 形 に 合わ 基本 的 に は 人 間 と ほぼ 同 
せ て 、 対 輸 を ずら し た り 、 新た な ディ テー じ 構 造 で す 。 耳 先 が 失っ た 
ル を 追加 し まし ょ よう 。 分 だ け 対 輪 の 位置 を 
調整 し まし よう 。 





け も の 耳 


人 間 と は 大 きく 異な る 構 
近 で す 。 モチ ー ア と な る 動 
物 の 実際 の 耳 を 参考 に し 
て 、 耳 の 形 や ディ テー ル を 
描き 込み まし ょ よう 。 
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> 三 実際 に 鼻 ・ 耳 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
蘭 り の RA HE 


周 鼻 の 塗り 方 


后 聞 らら 培 当 園 





[ 皿 ・ 負 ] ご 脱 S 中 呈 回 





光源 を 確認 し て 、 鼻 の 立体 に 合わ せ て 影 を 置き まし ょ う 。 鼻筋 に ハイ ライ ト を 描き 込み ます 。 強い 光 や ハイ ライ ト 
を 強調 し た い 場 合 、 鼻 の 側面 全体 に ハイ ライ ト を 描き 込 
む の も 効果 的 で す 。 


上 WS 有 。 


テ 


JT 〇 の 脚 症 政 回 





JT の 潮 G 剛 | 回 


光源 を 意識 し て 、 耳 の 構造 に 合わ せ て 影 を 描き 込み ます 。 耳 の 情報 量 を 上 げ る 場合 は 、 外 耳 孔 ( 耳 の 穴 ) と 段差 の 
大 き な 部 分 に も う 一 段 影 を 置き まし よう 。 
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パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 


首 ゥ 塗り 方 を 知 25 


04 





る こと が で きま す 。 


園 匠 の 基本 を 知る 


首 を 描く 上 で 一 番 の ポイ ント と な る の が 、 
耳 の 裏側 か ら 鎖骨 に 向かっ て の びる 胸 鎖 乳 
突 筋 で す 。 こ の 表現 を 入れ る か 入れ な いか 


で 絵柄 や 描き 込み 量 に 差 が 出 ま す 。 











へ 
うな じ 
生え 際 は 「W」 の よう な 形 を 意識 し まし ょ 


う 。 う な じ に は 目立っ た 凹凸 が あま りあ 
り ま せん 。 
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首 は 他 の 部 位 に 比べ る と シン プル で あま り 凝 っ た 描画 が し に くい パー ツ に 
見 えま す が 、 絵柄 に よっ て 描き 込み 量 を 変え る こと で 、 首 に も 特徴 を 持た せ 





耳 の 後ろ か ら 鎖 骨 に 向 
か っ て 伸び る 筋肉 で す 。 
首 の 情報 量 を 増やし た 
いと き は ここ を 強調 する 
と 良い で し よう 。 


園 角 度 の 違い に よる 首 の 表現 


押 は あま り リ アル に 塗り 過ぎ て し まう と そこ だ け 浮 いて し まう の で 、 首 の 落ち 影 
を 入れ る 程度 で も 構い ませ ん 。 特 に 可愛 い 系 の 絵柄 の 場合 は 描き 込み を 少な く 
し た 方 が 絵柄 と マッ チ し ます 。 リ アル 系 の 絵柄 の 場合 は 胸 鎖 乳 突 筋 を し っ つかり 描 
き 込 み ま し ょ う 。 こ こ で は 胸 鎖 乳 突 筋 を 強調 し た イラ スト で 解説 し て いき ます 。 


\ 


后 用 SG 上 脱 百 園 









あご の 影 を 胸 鎖 乳 突 筋 は 耳 の 
入れ ます 。 後ろ か ら 伸び て い 


ング NN / 


bE 
正面 側面 


[ 叶 ] 古 ら GC 培 9 典 品 四 





あご の 落ち 影 が 一 番 暗く な り ま す 。 胸 針 乳 突 筋 に 沿っ て 濃い 影 を 入れ ます 。 


JT の 隊 症 政 回 





半 

まめ 助 骨 の 影 は 情報 量 を 増 背面 洒 

基本 は 正面 と 変わ り や し た いと き は うつ すら うな じ は 凹凸 が 少ない の で 影 は うっ すら 入れ る 
ませ ん が 、 奥 側 を 意 こん 和 示 まで 恒夫 程度 で OK 
_ 調 し て 入れ て いま す 。 9 


識 し て 影 を 入れ ます 。 
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国 向 き の 違 い に よ る 首 の 表現 





括 の 向き に よっ て 、 あ ご の 下 が 見 えた り 、 首 の スジ が 強調 され た り と 表現 が 変 
わ つ て きま す 。 





見 上 げ る うつ むく 
あご の 形 が 三角 形 に な る の を 意識 し て 影 うつ お いた と き 、 喉 が 下がる の で 「 く 」 の 
を 入れ ます 。 字 の よう に 強調 し て 表現 し ます 。 





上 を 向く 首 を ひね る 
見 上 げた と きよ りあ ご の 三角 形 が 縦 に 伸び た 形 首 を ひね る こと で 、 耳 が こち ら を 向く た め 胸 鎖 乳 突 
に な り 、 上 を 向く の で 影 は 少し 明る く な り ま す 。 筋 も 強調 され る の で し っ か り 描き 込み まし ょ う 。 
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画 体 型 別 首 の 描き 方 


キャ ラク ター の 体型 に よっ て 、 首 の 表現 を 変え る こと で 体型 の 違い を 、 よ り 強 
調 す る こと が で きま す 。 


MA 


后 閣 SGC 脱 百 園 





[ 叶 ] 古 ら GC 培 9 典 品 四 





i = 1 


ーー HS ぼっ ちゃ り 
ER ー の 場合 、 貢 は 短 し N ・ % 

め に し て 凹凸 は あま り 入 れ な いよ うに し ます 。 i ir. 
可愛 い 系 の 絵柄 の と きも あま り 描 き 込ま ず シ 込ま な いよ うに し ます 。 
























ンプ ブル に する と 絵柄 と マッ チ し ます 。 回 
/// | 身 
UN 8 
N “ ルル の 
| - 
pe el 
ヒス ) / 
AM 4 / 
四 
ーー 
自 
4 の 
人 | \ |s 
肪 
筋肉 質 スレ ンダ ター 
筋肉質 な キャ ラク ター は 首 の 筋肉 も 発達 胸 鎖 乳 突 筋 を し っ か り 描 き 過 ぎる と 筋 内 
し て いる た め 、 陰 影 を 強め に し ます 。 質 に な っ て し まう の で 、 鎖 骨 の あたり に 





少し 入れ る 程度 で も OK で す 。 
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コ ョ 』 フ ョ ム 


絵柄 か ら 見 る 首 の 表現 は 、 絵 柄 に よっ て 描き 込み の 量 が 異な り ま す 。 絵 は デ 
ヽ 怠 フォ ル メ な の に 首 だ け 描 き 込み 量 が 多い と 違和感 の 原因 に な る 
描写 の 違い の で 注意 し まし ょ う 。 


デフ ォ ル メ 頭 身 の 高 い イ ラス ト 


首 は 細く 短く し シン プル な 印象 に し ます 。 二 _ デッサン の よう に 実際 の 人 物 や 写真 を 元 に 描く 

頭 身 な どの ちび キャ ラ の 場合 は 首 を 描か な より も 少し 細め に 描く と それ らし く な り ま す 。 

いと と も あり ます 。 絵柄 に より ます が 、 あ まり 描き 込み 過ぎ な い 方 
が イラ スト らし く な り ま す 。 


nn ポー ズ が つい た 場合 も 
イラ スト の テイ スト に 


合わ せ て 描き 込み 量 を 
リア ル 素 調整 し まし ょ う 。 
胸 鎖 乳 突 筋 の スジ に も 影 を 入れ る な ど 描 き 
込み 量 は 一 番 多く な り ま す 。 首 も ガッ ツリ 太 
くし た 方 が リア ル な 印象 に な り ます 。 





Sp ム の ニン 実際 に 首 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
塗り 方 の ポイ ント 近 有 | 生生 入 2 


装 間 G い 脚 過 園 





[ 叫 ] ご 時 G 思 潟 回 





首 全 体 に 1 影 を 入れ ます 。 この と き う な じ の 方 まで し っ 影 の エッ ジ 部 分 を ぼかし て な じ ま せ ます 。 
か り 塗 り ま し ょ う 。 





JT 〇 脳 8 遂 斑 F 回 





tS ら 早 SO 箇 ボコ 較 





2 影 を 入れ ます 。 あご の 下部 分 や 線 の 縁 に 暗い 色 を 入れ 2 影 の 上 か ら ハ イラ イト を 入れ て 完成 で す 。 
ます 。 胸 鎖 乳 突 筋 の スジ は あま り 濃 く な ら な いよ うに し 
ます 。 
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| 


邊 の 描き 込み の 首 の 塗り は あま り 描き 込み 過ぎ て し まう と 、 リ アル に な りす 
ぎ て し まう の で 絵柄 に あっ た 描き 込み を し まし ょ うと 先述 し 

使い 分 け まし た が 、 絵柄 の 他 に イラ スト の 情報 量 に よっ て 描き 分 け て 
も よい で し ょ う 。 


衣装 や 顔 周 り の 情報 量 が 多い と き は シン ブル め な 塗り で 、 鎖 
骨 周 り の 衣装 が シン プル だ っ た り 水 着 の よう に 衣装 が な い 場 
合 は し つか り と 描き 込む と 情報 量 が 増え 、 イ ラス ト の バラ ン 
ス が よく な り ま す 。 


描き 込み パタ ー ン 巧 い 
首 回 り に 衣装 が な い の で 、 
胸 鎖 乳 突 筋 を し っ か り 描 請 間 
き 込 ん で いま す 。 いい 


ジン ジル バタ ニシン 





首 が 髪 で 隠れ る の で 、 ア ゴ の 落ち 影 の み 入 れ て シ 首 回 り に 装飾 が 多い の で 影 は アッ サリ と 入れ て 
ンプ ブル に 。 その 代わ り 髪 の 落ち 影 は し つっ かり と 入 いま す 。 首 の チョ ー カ ー は 立体 感 を 出す た め に 少 
れ て いま す 。 し だ け 影 を 入れ て いま す 。 
人 っ つっ RE 
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パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 


上 半身 の 塗り 万 





パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 


腕 ( 肘 ) 塗り 方 を 知 ろ ぅ 


腕 は 体 の 中 で も 大 切な パー ツ で す 。 物 を つか お 以外 に も ジェ スチ ャ ー に よっ 
て キャ ラク ター の 考え や 思い を 伝え る こと が で きま す 。 また 左右 の 腕 の 動き 
で 体 の バラ ンス を 整え る こと に も 使え ます 。 





ーー 





画 腕 の 基本 を 知る A ぶ 
ph 


女性 の 腕 は 筋肉 が つき に くい の で 、 影 を 少な 


U 
め に スラ ッ と し た 腕 を 目指 し まし ょ う 。 


腕 の 筋肉 


腕 の 筋肉 の つき 方 を 覚え る こと で 、 動 作 
に よる 筋肉 の 伸縮 を 理解 し 、 腕 に 表れ る 
変化 を 予想 し て 描く こと が で きる よう に 
な り ま す 。 
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還 角度 の 違い に よる 腕 の 表現 


女性 の 腕 は スラ ッ と し て いて 、 男 性 と 違っ て ガッ チリ と し た 筋肉 は な い の で 、 影 
が で き に くく 、 腕 の 筋肉 を さち ん と 理解 で き て いれ ば 簡単 に 描く こと が で きま 
す 。 ま た 、 肘 に よる 影 を 適切 に 塗る こと で より リア ル な 腕 に 仕上 が り ま す 。 


装 明 SG い 脱 選 園 





正面 
正面 か ら 見 た 場合 、 肘 の 
裏 が 見 える の で 、 へ こみ 
の 影 を 忘れ ず に 描き 込 
み ま し ょ よう 。 


育 面 
背中 と 二の腕 の 脂肪 に よ 
り 、 肛 の シワ が 大 きく な 
り 、 濃 い 影 が 生じ ます 。 









dS 人 MS 下品 回 


前 腕 部 は 筋肉 が 集まっ 
て いる の で 太く 、 手 首 
に か け て 細く な っ て い 
きま す 。 





飛び 出 た 尺骨 を 表現 する 
た め 、 薄 い 影 を 入れ ます 。 


肘 の 凹凸 は 上 腕骨 と 尺骨 
に よっ て 生じ て お り 、 肘 
を 伸ばす と 収縮 し て 皮膚 
が 集まり 、 そ の 影 が で き 
ます 。 


三角 筋 の 下 に 
影 が で きま す 。 











正面 か ら 見 た 腕 と 同様 に 筋肉 を 意識 
し て 美しい 腕 の ライ ン を 作り まし よう 。 





[( 受 ) 習 ] 二 ご 隊 9 骨 政 F 回 





| 

! テー 上 腕 二 頭 筋 の ふく ら み で 光 が 当 た る の 
(4 で 影 は で きま せん 。 

| 尺骨 が 飛び 出し 凹凸 が で きま す 。 こ と 


を 描き 込む こと で より リア ル な 表現 が 
で きま す 。 





の 膨 間 飛 回 


腕 を 下ろ し た 状態 で は 指先 は 
股 の 横 に 位置 し ます 。 
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画 様 々 な が ボー ズ に よる 腕 の 描き 方 





腕 の 伸び 縮み 、 腕 を 曲げ た と き の 筋 肉 の 動き 、 さ ら に その と き に 生じ る シワ に 
よっ て で きる 影 を 意識 し て 、 腕 の 様々 な ポ ボーズ を 描い て いき まし ょ う 。 









伸ばし た 腕 


男性 より スリ ム な 女性 の 腕 に は 関節 や 筋 内 に よる 
メリ ハリ を あま りつ けず に 描く こと が 大 切 で す 。 

伸ばし た 腕 を 正面 か ら 見 た 場合 、 対 が 上 、 肘 裏 が 下 
に 見 え 、 影 が で きま す 。 裏 側 か ら 見 る と 肘 が 見 える 
の で 、 凹 凸 を 表現 し て 肘 周 辺 の 肉感 を 表現 し ます 。 


腕 を 上 げ る 


腕 を 上 げ 、 膝 が 大 きく 見 える ポー ズ は 肘 か 
ら 膝 に 掛け て 濃い 影 が 入り ます 。 膝 と 肘 の 
筋肉 や 骨 の 構造 を 理解 し て 影 を つけ て いき 
まし よう 。 





曲げ た 腕 


腕 を 曲げ る と 肘 の 関節 の と ころ に シワ が 
で きる の で 、 影 を 濃く 描き 込み ます 。 
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画 体 型 別 腕 の 描き 方 





筋肉 の 有無 や 細い 体型 ・ 太 っ た 体型 な ど 違い が あれ ば 、 腕 の シル エッ ト に も 変化 
が 生じ ます 。 た だ し 、 繰り 返し に な り ま す が 、 男性 に 比べ 筋肉 の 少な い 女 性 の 腕 dl 
を 描く と き は 凹凸 を 抑え て 、 影 が あま り 入 ら な いよ う 意 識 し まし ょ う 。 り 
の 
三角 筋 、 上 腕 二 頭 筋 が 山並 時 
み に な っ て いる た め 、 谷 間 スマ ー ト な 腕 人 
に 影 が で きま す 。 a 
その 影 は 肢 の 方 ee 標準 的 で 健康 的 な 女性 の 腕 の シル エッ ト で す 。 
まで 続き ます 。 


ここ 





筋肉 の 表現 を し っ 









か り 入 れ ま し ょ う 。 
この ライ ン を 
太め に し ます 。 筋肉 質 な 腕 
= 女性 で も 筋肉 を 鍛え 上 げ る 上 
ーー と と で 、 太 く 筋 肉質 な 上 腕 、 反 
前 腕 を 手 に 入れ る こと が で の 
[ きま す 。 上腕 、 前 腕 共に 薄 還 
fs く 縦 の 影 を 描き 込む こと で 方 
/ 筋肉 を 表現 し まし ょ う 。 i 
腕 
肝 
ee 
アク 
f/f d 
貞 
ふく よ が か な 腕 和 
女性 の 脂肪 は 三角 筋 ・ 上 腕 二 頭 筋 の 間 w 
に た まり ます 。 ふ く よ か な 腕 を 表現 し 1 細い 腕 り 
た い 場 合 は 、 肩 か ら 上 腕 に か け て 太く 方 
し 、 手首 に も 肉 を つけ 、 全体 的 に 凹 上 病弱 な キャ ラク ター 向き の 細い 腕 は 、 骨 と 
の な い シ ル エ ッ ト に 仕上 げ る と よい 皮 だ け の 腕 と いう イメ ー ジ を 表現 し た い の 
で し よう 。 ' で 、 筋 肉 は 極力 描か な いよ うに し まし ょ う 。 


その 結果 、 影 も うつ すら 入れ る 程度 で す 。 
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ゞ 三 実際 に 腕 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
りり の ポイ 


の 





筋肉 の 盛り 上 が り を 意識 し て 下 描 き 線画 を お こし 、 べ ベタ 塗り を し ます 。 肌 の 凹凸 シワ に よっ て 生ま れる 影 
を し ます 。 を 薄く 塗り ます 。 





影 を 重ね て 濃い 影 を 塗り ます 。 ハイ ライ ト を 入れ た ら 完 成 で す 。 他 の パー ツ と 描 
き 方 は そこ まで 変わ り ま せん が 、 腕 の 構造 を 理解 
し て 描く こと が 大 切 で す 。 
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シシ 


複雑 な 箇所 で す 。 そ れ ぞ れ の バ パーツ の 筋肉 を 理解 する こと が 大 切 で 


二の腕 の 内 側 二の腕 の 内 側 は 、 腕 ・ 肩 ・ 胸 の 3 つの バー ツ の 境目 ( 肢 ) が あり 、 
す 。 肢 に つい て は P.64 で 解説 し ます 。 


状 聞 らい 脳 当 園 





二の腕 の 内 側 か ら 股 に か け て の 筋肉 


IA の 】 DA 





[( 受 ) 習 ] 本 ご 隊 ③ 迎 玉 回 





JT 〇 潮 剛 | 回 


膝 は 他 の パー ツ よ り 複 雑 な 構造 で す 。 大 円 筋 と 三 影 が 入る 場所 で も 、 三 角 筋 と 上 腕 三 頭 筋 の 境目 が 
角 筋 を 意識 し て 肢 の 輪郭 を 描き さま しょう 。 わか る よう に 濃淡 を つけ る と 立体 感 が 出 ま す 。 
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「_  、 、 、 だ 回 加西 


キャ ラ の 個性 に 一 般 的 に 女性 は コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 に 優れ 、 自分 の 考え や 思 
he い を 伝え る と き に ジェ スチ ャ ー を 駆使 し て 表現 する 傾向 に あり ま 
あっ た ボー スズ す の で 、 個 性 に あっ た ボー ズ を 意識 する と と で 、 魅力 的 な キャ ラ 
クタ ー を 描く こと が で きま す 。 
清 定 な キャ ラク ター 


女性 らし い 仕 草 や ボー ズ を 心がけ て 描き 
ます 。 上 品 な 女性 を 意識 し て 、 大 げ さ な 
腕 の 動き は 控え る と よい で し ょ う 。 


の べべ 
| | NN 
1 









JNN 


| 





内 気 な キャ ラク ター 


胸 や お 腹 に 腕 を 持つ て き て 、 自 分 を 守る 
よう な 仕草 を させ る こと で 、 内 気 な キャ 
ラク ター を イメ ー ジ させ る と と が で きま 
す 。 清 針 な キャ ラク ター と 同様 に 、 腕 を 
大 きく 動か が かす の は 控え まし ょ よう 。 


92 








円 
9 目 
a Ei 元気 な キヤ ラク ター は 身振り 手振り が 大 
[ きい の で 、 動 き を 大 きく し て 活発 な イ り 
『 メー ジ を 与え まし ょ よう 。 4 
oO スト レッ チ を する な ど 運 動 部 らし い 動き 
を させ る の も オス ス メ で す 。 


3| 
i に 
平 
三 ] 
の 
漆 
0) 
万 
腕 
肝 


ピン クシ ニー な キャ ラク クニ 

セク シー さ は 表情 だ け で な く 、 手 の 動き 
で も 表現 する こと が で きま す 。 唇 に 指先 
を つけ る ポー ズ や 、 腕 で 胸 を 強調 する 
ポー ズ な ど で 色 気 を 演出 し まし よう 。 








9 
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玉手 ・ 指 の 基本 を 知る 


まず は 、 手 の 大 ま か な 形 を 覚え る 必要 が あ 
り ま す 。 一 般 女 性 の 手 を 描く 場合 は 、 手 の 
ひら と 指 の 比率 を 1:1 で 描い て いく と バラ 
ンス の 取れ た 手 に な り ま す 。 


手のひら の シワ (手相 ) 

手のひら の シワ は 自分 の 手 を 見 な が ら 描 
く の が 一 番 わ か りや すい で す 。 手 を 開い て 
いる と き は シワ は 少な く 、 揚 る と 手相 に 
沿っ て 影 が 濃く な っ て あら われ ます 。 


で ト 
手 ・ 指 2 塗り 方 を 知 2 ぅ 
女性 の 細か い 仕 草 や 感情 を 表現 する の に 使わ れる 手 は 、 多 く の 関 節 が 集まっ 


て いる た め 、 自由 自在 に 形 を 変え る こと が で きま す 。 そ の 反面 、 皮膚 が 伸び 
縮み する こと で シワ や 影 が 多く で きる バー ツ だ と も いえ ます 。 







⑬ ワ リボ イト 


4 本 の 指先 は 、 中 指 を 頂点 
と し た 扇 型 に な っ て いま す 。 
指 の 関節 も 同様 に 扇 型 に 位 
置 し て いま す の で 、 そ こ を 


意識 し て 描く こと で 、 ア ン 
バラ ンス な 手 に な る の を 防 
“どど が 放さ ます 





ゴム)23 と きま ゴク: 


手 ・ 指 は 関節 の 数 が 多い た め 、 影 の 入り 方 は 複雑 で す 。 全 体 的 に 影 は 曲線 で 描き 込む こ 右 
と で 、 女性 らし い 柔 ら か い 肌 感 を 出し つつ 、 硬 い 関節 部 分 の 影 に は メリ ハリ を つけ る こ | 
と で 、 よ り リ アル な 手 を 描く こと が で きま す 。 の 
手のひら 由 
女性 の 手 は 男性 より 筋肉 が 少な い 分 、 スマ ー ト 本 

で あっ さり し て いま す 。 手のひら も 同様 に 筋肉 

に よる 影 が 少な く な っ て いま す 。 

2 
' 
の 
り 
方 


親指 か ら 伸び る 筋肉 

親指 を 動か し て いる 筋肉 は 、 手の内 側 へ 
伸び て いる た め 、 親 指 の 動き に 合わ せ て 
シワ を 生じ させ ます 。 





手首 を 曲げ る と き に は 、 腕 の スジ が 盛り 
上 が り 、 影 が 生ま れ ま す 。 





上 リフ ポイ フト 


指 は 曲がる 関節 の 多い バーツ で す 。 | 指 の 関節 一 ーー 一 
さら に 第 一 関節 は 柔らか く 反 る と と | て て の とこ 
で 、 か な り 外 側 に も 曲げ る こと が で は 、 骨 の 関係 で 若干 ふく らん 


きま す 。 で いま す 。 








[ 誤 ・ 事 ] 本 ご 隊 S 同 玉 回 





手の甲 は 骨 や 血管 な ど に より 縦 方 向 の 影 が 入 手のひら と 指 を つ な 
り ま す 。 た だ し 、 影 を 入れ すぎ る と 年 齢 が 高い ぐ 箇 所 に ある 中 手 骨 


JI の 脚 G 則 政 回 


に よっ て 山 が で き て 


人 の 手 に な りや すい の で 注意 し まし ょ よう 。 
いま す 。 
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画 様 々 な が ボー ズ に よる 手 の 描 き 方 


怒っ た と き に 思わ すず 握 りこ ぶし を 作る よう に 、 感情 の 高 ぶ り に よっ て 手 に その 感 
情 が 表れ る こと が あり ます 。 手 の ポ ー ズ を より 多く 覚え る こと で 、 キ ャ ラク ター 
の 内 面 を 表現 で きる 幅 が 広がり ます 。 





軽く 握っ た 手 差し 出す 手 
女性 の キャ ラク ター で は よく 使わ れる 手 で す 。 きっ 握手 を 求め る よう に こち ら の 方 向 へ 差し 出さ れ た 
ちり と 握る の で は な く 、 少 し 指先 を 緩め た 感じ に す 手 。 こ と の よう に 女性 の 手 で も 、 少 し 角張っ た 感じ で 
る こと と で 、 セ クシ ー さ を 表現 で きま す 。 描く こと で 、 緊張 感 や 圧迫 感 を 出す こと が で きま す 。 





強く 握っ た 手 開い た 手 
ぐっ と 力 を 入れ て 握っ た と き 、 丸め た 指 に 肉 が 凝縮 横 か ら の アン グル で 描く と 手のひら の ふく よ 
され る た め 、 シワ が で きま す 。 シ ワ と 合わ せ て 立体 か さ が 表 現 で き 、 優 し い イ メー ジ を 与え る ご 
感 が 出る よう 影 を 描き 込み まし ょ う 。 と が で きま す 。 
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画 年 齢 別 手 の 描 き 方 









年 齢 同様 、 手 も 年 を と り 変 化し 続け て いま す 。 年 齢 別 の 特徴 に つい て 見 て いき ま 中 
り 
子ども の 手 人 
子ども の 手 は 、 大 人 と 比べ て 肉 が つい て いて 、 本 

\ 指 も 太く て 短い も の で す 。 輸 郭 や 爪 な ども 丸み 

内 を 帯び た シル エッ ト に する と 、 肌 の 柔らか さ が 

| 表現 で きま す 。 
| 手のひら に 対し て 、 指 の 比率 を 短く する こと 
/ | で 、 よ り 子 ども らし い 手 に 仕上 が り ます 。 
N ( 
| 
3| 
上 
平 
自 
の 
深 
の 
廊 
/ 上 
, に 
a 大 人 の 手 
MA) 輪郭 は や や 丸み を 持た せ て 、 指 と 手のひら の 比 






率 を 1 : 1 と し ます 。 子ども の 手 ・ 指 より 細く 、 
指 の 関節 の 凹凸 も 描く よう に し まし ょ う 。 


年 配 者 の 手 


年 を と る と 脂肪 は 少な く な り 、 指 は 関節 部 分 以 
外 が 細く な り 、 さ ら に 血管 が 浮き 出 て きま す 。 
子ども と は 反対 に 、 角 張っ た シル エッ ト で 描く 
と より リア ル に 表現 で きま す 。 


JT の 潮 G 剛 | 回 
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画 爪 の 表現 





爪 は 省略 し て し まう ケー ス が 多い パー ツ で す が 、 マ ニキ ュ ア な ど を 塗る こと で 
キャ ラク ター の イメ ー ジ 作り に 有効 な パー ツ で も あり ます 。 





爪 の 先 は 白く な っ て お り 、 そ れ 
以外 の 部 分 は 裏 の 肌色 が 透け 


て いる た め 、 薄 い ピ ンク 色 に 
な つて そい ます 。 

爪 は 肌 の よう に 柔らか く 

な く 、 硬く て 金属 に 近い 光 


沢 を 持っ て いま す 。 





人 5 ワリ ボ ポイ フト 
赤 や 黒 な ど 色 鮮やか な マニ キュ ア や ラメ な ど 爪 の デコ レー ショ ン 方 法 は 様々 で す 。 人 を 興奮 させ る 色 で ある 
「 赤 」 は 魅力 的 な 女性 に 、「 黒 」 は ミス テリ アス な 女性 に ピッ タリ で す 。 清 栗 な 女性 な ら 、 ラメ を 入れ て アク セ 
ント を つけ て あげ る と よい で し ょ う 。 ま た 、 マ ニキ ュ ア や ラメ を 入れ る と 光沢 は より くっ きり と 表れ る の で 、 意 
識 し て 描き 込み まし ょ う 。 





58 


> 三 実際 に 手 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
塗り 方 の ポイ ント 解説 | 午 22820 


EE 及 





状 聞 らい 脱 選 園 


JT の 降ら 





ラフ を 描い て 、 年 齢 な どの 設定 を 踏ま えて 形 を 整 。 線画 を お こし 、 べ ベタ 塗り を し ます 。 
えて いき ます 。 


[ 議 ・ 州 ] ご 脱 ③ 岬 回 








半 
身 
の 
_STEP3 _ 
万 
手 は 凹凸 多い パー ツ で す 。 凹 ん だ 部 分 や くびれ 深い シワ や 影 が 濃い 箇所 を 重ね て 塗り 、 ハ イラ イ 
部 分 に 影 を 入れ 、 手 の 凹凸 を 表現 し ます 。 ト を 入れ た ら 完 成 で す 。 途 中 で わか ら な く な っ た 
ら 自 分 の 手 で ボー ズ を と っ て 確認 し な が ら 進 め ま 
し よう 。 
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画 名 衣 の 基本 を 知る 


鎖骨 は 真っ 直ぐ な 骨 で は な く 、 上 か ら 見 る 
と 湾曲 し 、 正 面 か の ら 見 る と 波 の よう に う 
ね っ て いま す 。 ア ング ル に よっ て 見 え 方 が 
変わ る パー ツ で す の で 、 意識 し て 描き 込む 
よう に し まし よう 。 


正面 か ら 見 た 首 か ら 肩 に か け て の 
ライ ン は 真っ 直ぐ で は あり ませ ん 。 
肩 の つけ 根 あ た り に 鎖骨 が 飛び 出 
て 、 盛 り 上 が っ た 部 分 が あり ます 。 


(7 パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 
中 骨 'o 塗 り 方 を 知 ろ 5 
鎖骨 は 首 か ら 肩 ・ 胸 を つなぐ パー ツ で す 。 シ ャ ツ か ら チ ラッ と 見 える 鎖骨 に 


フェ チズ ム を くす ぐら れる 人 も 多い よう で す 。 骨 が 盛り 上 が っ て いる た め 、 
ご つ ご つ し た 印象 に な りや すい の で 注意 し まし ょ よう 。 





鎖骨 は 首 の 胸 鎖 乳 突 筋 と も つなが っ て いま す 。 
その た め 、 あ ご を 動か す だ け で も 首 と 連動 し 、 
鎖骨 に も 動き が 出 て きま す 。 首 を 左右 どちら か 
に 向け る と 鎖骨 の 真ん中 か ら 耳 に 向け て 胸 鎖 乳 
突 筋 が 強く 表れ ます 。 自分 の 喉元 を 触り な が ら 
首 を 左右 に 振っ て みる と よく わか り ま す 。 








男 角度 の 違い に よる 鎖骨 の 動き 










鎖骨 は 首 ・ 肩 ・ 胸 の 骨 と 筋肉 で つなが っ て いる パー ツ で ある た め 、 腕 の 上 げ 下 5 
げ や 首 の 動き に 連動 し て 角度 が 変わ り ま す 。 こ こ で は 腕 の 上 げ 下 げに よる 違い ul 
を 見 て いき まし ょ う 。 り 
の 
腕 を 前 に 伸ばす 
腕 を 前 に 伸ばす こと で 、 鎖骨 上 部 に 
くぼみ が で きま す 。 
較 
の 
z 示 
り 
方 





, 


人 


ンー 
腕 を 上 げ る 
腕 を 上 げ る と 、 鎖骨 の 外側 も 同様 に 引っ 張ら 
れ て 上 が る た め 、 「V」 字 を 描く 形 に な り 、 影 
も 深く な り ま す 。 
/ 


SI ルー 


[ 珈 溢 ] 本 ご 隊 9 骨 政 F 回 





腕 を 下げ る 
腕 を 下げ る と 、 鎖 骨 の 外側 も 下がり 、 横 
一 列 に な り ま す 。 さ ら に 後に 腕 を 反 ら 
せる と 、 影 が 薄く な り ま す 。 


JT の 脚 逆 回 
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男 銀 育 の 塗り 方 


ご 三 実際 に 鎖骨 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
塗り 方 の ポイ ント 解説 ee i 





ます ず は 鎖骨 の 状況 を 確認 し ます 。 上 げた 腕 の 直線 上 、 首 。 線画 を お こし 、 ペ ベタ 塗り を し ます 。 
の 下 あ た り で 交わ る よう に 意識 する と 上 手 く 表現 で き 
ます 。 






影 を 描き 込み ます 。 鎖骨 の 下 の ち ょ っ と し た 影 や 影 の 濃い 箇所 を STEP3 より 濃い 色 で 塗り 、 ハ イ 
鎖骨 の 間 の くぼみ も 忘れ ず に 描き 込み まし ょ う 。 ライ ト を 鎖骨 の 最も 高い 位置 に 入れ て 完成 で す 。 


串戸 内 














へ NY ] 

鎖骨 周り の 筋肉 | 鐘 財 は 首 、 胞 、 肩 を つなげ る 重要 な パー ツ で 、 そ れ ぞ れ の 筋肉 が 

集まっ て 支 を て いま す 。 こ と で は 筋肉 の 動き を 理解 し て も ら うた _ 

め 、 筋 肉 が 発達 し や すい 男性 の 体 で 解説 し ます 。 り 

の 

a 量 

上 部 僧 帽 筋 大 胸 航 時 
発達 し た 僧 帽 筋 は 肩 に 乗り 、 正 女性 の 胸 に あたる パー ツ で 、 こ の 








面 か ら 見 る と 鎖骨 の 上 部 に き 筋肉 の 動き を 知る こと で 胸 の 谷間 
れい な 山 を 作り 出し ます 。 の 伸び 縮み を 読む こと が で きま す 。 





僧 帽 筋 
三角 筋 





IO の 隊 8 足 紀 回 


肩 の 外 倒 部 に 位置 する 筋肉 で 、 鍛 える と 筋 内 が 鎖骨 の 
ライ ン に か ぶさ る よう に 下 か ら 盛 り 上 が っ て きま す 。 





腕 を 横 に 伸ばす と き は 、 三角 筋 を 使っ て 腕 を 上 げ 影 が 入る 場所 で も 、 三 角 筋 と 上 腕 三 頭 筋 の 境目 が 
る の で 、 三角 筋 に 力 が 入り 、 引 き 締まっ た と き の 影 わか る よう に 濃淡 を つけ る と 立体 感 が 出 ま す 。 
が 、 鎖 骨 の 外側 上 部 に も か ぶさ る よう に で きま す 。 


TI ご 脳 ③ 剛 | 回 












パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 
肩 ・ 股 っ 塗り 方 を 知 5 
肩 は 少し 出 て いる だ け で も セク シー な 印象 を 与え る パー ツ で す 。 用 も 普段 見 


えな いか ら こ ご こそ 、 フェ チズ ム が 詰まっ て いる パー ツ で も あり ます 。 肩 か ら 膝 
に か け て の 塗り に つい て 解説 し て いき ます 。 





男 肩 ・ 有 の 基本 を 知る 


肩 は 通常 の 下げ た 状態 で は 目立つ た 特徴 
は あり ませ ん が 、 腕 の 上 げ 下 げ な どの 動き 
に よっ て 形 が 変化 し ます 。 有 も 筋肉 を 意識 
し て 凹凸 を し っ つかり と 描写 する よう に し ま 
し よう 。 






育 面 





回 り 込 む お 影 は グラ デー 
ジョ ルン で 入 で て くどく 
な ら な いよ うに し ます 。 





@0 リ リボ ポイ フト 


豚 の 下 に ある 伺 ロ 
腕 筋 が 盛り 上 が る 
た め 、 影 の 中 に も 
少し 明る い 部 分 を 
三角 筋 な どの 肩 周 り の 筋 作る と 立体 感 が 出 
肉 が 寄る こと で 、 盛 り 上 ます 。 

が っ て シワ が で きま す 。 











玉乃 度 の 違い に よる 肩 の 表現 


肩 の ポイ ント は 三角 筋 の ふく ら み で す 。 デコ ル テ 部 分 は 三角 筋 と 大 胸 筋 の 境目 に 山 
影 が で きま す 。 
光源 と 逆 側 の 肩 委 り 
に 影 を 入れ 、 立 体 の 
デコ ル テ 部 9 感 を 出し ます 。 


RE 





ーーーーーー 
ーーーーーーーーー- 
ーーーーーー 


JT の 降ら 


正面 
正面 か ら 見 た 場合 、 シ ンプ ル な 塗り な ら ば グラ デー ショ ン で 
回 り 込み の 影 を つけ る くら いで も 良い で す が 、 リ アル 寄り に 
塗る 場合 は 、 三 角 筋 の か くら み を 意識 する こと が 大 切 で す 。 


助信 の 影 を 和信 れ ま す 。 





に ミ 各 御中 較 MAe】EtSNII5IGm 画 い | 











四 

光源 の 反対 側 に 影 が 入り ます 。 光 源 側 の 肩 に | 下 
も 三角 筋 の ふく ら み に より 影 が で きま す 。 | 
の 

背面 。 

肩 甲骨 に 沿っ て な だ ら か な 影 が 入り ます 。 
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男 角度 の 違い に よる 用 の 表現 


服 は 腕 を 上 げた と き に 見 える 背中 の 肉 (大 円 筋 ) が ポイ ント で す 。 腕 か ら 有 の ラ 
イン を つなげ て 描い て し まう と 立体 感 の な い 有 に な っ て し まう の で 注意 し ま 


し よう 。 
正面 er ] 
ーーーー ec ーーーーーーーーーーー 
ed re 時 "1 三角 筋 の 影 
| の シン 
光源 側 は 腕 の 


影 が 入り ます 。 









光源 と 逆 側 は 細か 
く 描 写せ ず に 、 全 体 
に 影 を 入れ る 程度 。 






背中 に は 
立体 影 を 入れ る 


背中 か ら 膝 に 
向かっ て 影 が 入る 
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男 体 型 別 肩 の 描き 方 


体型 の 違い は 筋肉 や 脂肪 の 表現 が 大 切 で す 。 


胸 の 線 を 陰影 だ け 
で 表現 する こと で 、 
控え め な 胸 の よう 
な 印象 に な り ま す 。 






筋肉 は 少な め な の で 、 際 影 も 弱め に し ます 。 


肩 も 丸み を 意識 し た フォ ルム に し 、 
くびれ は 少な め に し ます 。 





まき も 
子ども は 凹凸 が 少な い の で 影 も あっ さり め に 。 
三角 筋 の 影 も 入れ な く て も よい くら いで す 。 


筋肉 の 境目 を し っ か り と 筋肉 と 筋肉 の 境目 に は し っ 
描く こと で 、 発 達し た 筋 か り と 影 を 入れ ます 。 ぼ か 
肉 を 表現 し ます 。 す よ り は エッ ジ の 効い た 影 
の 方 が 硬く 見 えま す 。 





筋肉 質 


全体 的 に 陰影 を 強め に 。 筋肉 の 境目 に し っ かり と 
影 を 描写 する と 筋肉 質 な 印象 に な り ま す 。 


ジン Zi 


全体 的 に 丸み を 帯び た フォ ルム に し ます 。 影 は ぼ 
か し の ブラ シ で ふん わり と 入れ る こと で 柔らか 
い 印 象 に な り ま す 。 
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装 朋 ③ び 脚 紀 園 


JI の 了 脱 G 基 紀 回 


・ 回 ] 本 ご 隊 8 遂 政 F 回 


了 





JO 了 脱 9 聞 飛 | 回 


> る 、 ムー 0 /、/L 色 の 三 4 | 実際 に 肢 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
塗り 方 の ポイ ント 解説 0 


画 肢 の 塗り 方 











= 





ペー ス の 色 を ペタ 塗り し ます 。 筋肉 を 意識 し て 1 影 を 入れ ます 。 あ 1 影 を ぼかし ます 。 
と で ぼかす の で ざっ くり で OK で す 。 








すべ て ぼや けた 影 だ と 全体 が ば ん や 回 り 込み の 部 分 や 膝 D く ぼ み に 2 影 ハイ ライ ト や 線画 の 色 を 調整 し て 完 
り し て し まう の で 、 消し ゴム な ど を を 入れ ます 。 成 で す 。 
使っ て 部 分 的 に エッ ジ を 効か せま す 。 


シャ くく 


ポー ズ で 変わ る 肩 の 形 。 | 腕 の 上 げ 下 げ や 角度 に よっ て 変化 する 、 肘 や 肩 の 形 を 
意識 し な が ら ポ ー ズ を 描い て いき まし ょ う 。 


装 聞 お い 脱 選 園 


に 


dt 人 yD 





CD 


自 隔 を に る 上 げた 左腕 側 か ら の 光源 の た め 、 左腕 の 影 は あつ さり め 
う こう わん きん 6 ポリ ノブ ノ / こ 6 の 、 ノ ais 

己 口 腕 筋 を 意識 し て ふっ くら と し た 肢 に な る に し て いま す 。 リ アリ ティ を 意識 し すぎ て 全体 の 影 を 

よう に 描写 する こと で 、 リア リティ が 増し ます 。 し っ か り 塗 っ て し まう と 、 重 い 印 象 の 絵 に な っ て し まい 

ます 。 例 えば 肢 を 見 せ た い 場合 、 そ の 周り の パー ツ は あっ 

“さり め に し 、 腹 は し っ か り 描 写し ます 。 あ えて 描写 に 差 

: を つけ る こと で 見 せ た い 部 分 を 強調 する こと も で きま す 。 


へ 人 
ジー 下 か ら の ポー ズ (側面) 


影 に な る の で 己 口 腕 筋 は あま り 目 立 


デー 
。 し ノ “ 、 ち ま せ ん 。 サ ラッ と 影 を 入れ ます 。 
レン | 
] | て “< 


| N 
下 か ら の ポ ボーズ (正面 ) \ 





[ 瑞 ・ 副 ] 呈 ら 培 S 和 共生 回 









dl ら 早 〇 息 共 コ 回 


上 か ら の 光源 な の で 、 腕 の 下 側 に 影 が 入り ま 
す 。 腕 を 上 げ て いる の で 肩 が 盛り 上 が っ て 見 。 ノ 
えま す 。 
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画 胞 の 基本 を 知る 


胸 が どの よう に つい て いる の か を 意識 する こと で 、 
目 然 な 胸 を 描く こと が で きま す 。 


横 か ら 見 た 胸 
重み で 胸 の 下 側 は 丸み を 帯び た 形 に な り ま す 。 





横 か ら 見 る と 、 胸 の 
ライ ン は 膝 の 下 に 向 
か っ て 伸び ます 。 


パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 


胸 ぁ 塗り 方 を 知 ろ 5 


胸 の ふく ら み は 女性 な ら で は の パー ツ で す 。 形 や 大 き さ は 個人 差 が あり 、 描き 手 に よっ て も 好 
み が 分 か れる と ころ で す 。 ふ ん わり と マシ ュ マ ロ の よう に 柔らか い 胸 、 ハリ が あり 程よい 弾力 
の 胸 な ど 、 キ ャ ラク ター の イメ ー ジ に よっ て 変化 を 持た せる こと が で きま す 。 











8 リフ ポイ フト 


胸 は 大 胸 筋 の 上 に 乗っ 
て いま す 。 胴体 に 柔 ら 
か い 水 風船 が くっ つい 
た だ よう な イメ 三 ジジ を お 
る と わか りや すい で す 。 





画 胸 の 形 の 違い 





胸 は 大 き さ だ け で な く 形 も 重要 な ポイ ント で す 。 ど の よう な 形 の 胸 が ある の か 、 台 

一 例 を 紹介 し ます 。 は 

り 

の 

景 

本 

回 

皿 型 

トッ プ と アン ダー の 差 が 少な く ボ リュ ー ム が あり ま 
せん 。 お 皿 を ひっ くり 返し た よう な 形 を し て いる の 泊 
が 特徴 で 、 い わ ゆ る 貧 乳 は この 形 が 多い で す 。 り 
半球 型 だ 


ボリ ュー ム が あり 、 ふ っ くら と 丸み の ある き 
れい な 形 を し て いる の が 半球 型 で す 。 





上 

平 

お わん 型 2 
半球 型 と 似 て いま す が 、 や や 小さ く 乳首 が 上 ま 
向き な の が 特徴 で す 。 の 
加 


し ずく 型 


ボリ ュー ム は あり ます が 、 や や 垂れ た し ずく 
[ リ の よう な 形 を し て いま す 。 


や や 下がっ た よう な 印象 で 乳首 が 上 向き な 形 
を し て いま す 。 横 か ら 見 る と 三角 に 見 える の 
が 特徴 で す 。 





三角 型 


JI 〇 隙間 飛 コ 回 





ヤギ 型 


ヤギ の お っ ぱい の よう に 斜め に 垂れ 下がっ た 
形 を し て いま す 。 
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画 カ ッ フ の 違い 


72 


カッ プ の 大 き さ は トッ プ と アン ダー の 差 で 決ま り ま す 。 こ こ で は A カッ プ か ら F 
カッ プ を 比較 し て 見 て み ま し ょ う 。 


PP Pe 





A カ ッ プ 
トッ プ と アン ダー の 差 が 約 10cm。 か な り 小 さい 印象 に な 
り ま す 。 こ れ よ り 小 さく な る と AA カッ プ に な り ま す 。 





B カ ッ プ 
トッ プ と アン ダー の 差 が 約 12.5cm。 や や ふく ら み が 出 て 
くる サイ ズ 感 で す 。 





C カ ッ プ 
トッ プ と アン ダー の 差 が 約 15cm。 日 本 人 の 平均 サイ ズ が 
BC カッ プ と いわ れ て いま す 。 









装 朋 いび 脚 紀 園 





トッ プ と アン ダー の 差 が 約 17.5cm。 平均 より も 少し 
大 きめ 。 男性 の 好み は CD カッ プ と いわ れ て いま す 。 


JI の 脱 G 中 紀 回 





トッ プ と アン ダー の 差 が 約 20cm。 服 を 着 て いて も ボ 
リュ ー ム 感 が 出 て くる サイ ズ で す 。 男性 目線 の 巨乳 は 
DE カッ プ と いわ れ て いま す 。 


KS 関 WIAe の KS ド Im 画 い 








JO 了 脱 9 聞 飛 | 回 


トッ プ と アン ダー の 差 が 約 22.5cm。EーF カ ッ プ に 
な る と ブラ ジャ ー の サイ ズ が 「 大 きい サイ ズ 」 に な り 
まま 。 


73 






画 体型 別 胸 の 描き 方 





胸 は 体型 に よる 変化 が 少な い パ ー ツ で は あり ます が 、 体 全体 の 脂肪 の つき 方 と バ 
ラン ス を 取る こと で 自然 な 体型 を 描く こと が で きま す 。 





一 般 的 な 体型 華 著 な 体型 
適度 に 脂肪 が つき 、 女性 らし く 胸 も 発達 し た 体 痩せ て いて 体 全体 の 脂肪 が 少な いた め 、 胸 も 成 
型 で す 。 全 体 的 な バラ ンス が よく 、 ある 程度 大 長 し に くい 体型 で す 。 胸 を 小さ め に 描き 、 体 の 
きめ の 乳房 に 仕上 げ て も 違和感 な く 描 く こ と バラ ンス を 統一 し まし ょ う 。 
が で きま す 。 





ま 
筋肉 質 な 体型 肉 の つい た 体型 
体 を 鍛え て いる 人 は 脂肪 が 少な く 、 引き 締まっ ぽっちゃり 体型 の 女性 は 脂肪 が 多く 、 乳 房 も 大 き 
た 体型 を し て いま す 。 脂 肪 は 少な いで す が 、 皮 く 成長 し ます 。 胴 や 腕 に 肉 を つけ る よう に し て 、 
下 脂肪 の 下 の 筋肉 が 成長 する た め 、 胸 は 比較 的 バス ト も 一 回 り 大 きい も の に 仕上 げ ま し ょ う 。 
大 きく な り ま す 。 
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時 年齢 別 胸 の 描き 方 





高齢 に な る に つれ 、 胸 は 垂れ て トッ プ の 位置 が 下がっ て いき ます 。 若 さ を 表 現す 名 

る 場合 は ハリ が ある 上 向き の 胸 に な り ま す 。 胸 の 位置 を 下 に する こと で 加 齢 の 表 は 

現 を する こと が で きま す 。 り 

の 

10 代 20 代 40 代 

中 学生 くら いか ら 胸 が ふく ら 胸 の 成長 が ピー ク に な り 、 ハリ が 徐々 に 胸 が 下がり 横 に 流れ て い 

み は じ め ま す 。10 代 後半 は ほ ある 胸 に な り ま す 。 きま す 。 

と ん ど 20 代 と 同じ 体型 に 成 


長 し ます 。 





JI の 脚 器 活 図 





[ 翠 ]」 本 ご 時 9 聞 政 回 





JT の 隙間 飛 コ 回 
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男 孔 笑 の 表現 


孔 首 に も 個人 差 が あり 、 色 や 形 、 大 き さ な ども 様々 で す 。 こ こ で は ご く 一 部 を 紹 
介し ます 。 


色 の 違い 


乳首 、 乳 輪 の 色 は 個人 差 が あり ます 。 色 に は ホル モン が 関係 し て いる 
と いわ れ て いて 、 ホ ル モ ン が 活発 に 活動 する 妊娠 期 や ホル モン バラ ン 
ス が 月 れる と 色 が 黒 ず む 傾向 に あり ます が 、 イ ラス ト な の で 、 好 み の 
色 味 や 肌 の 色 (褐色 や 色白 な ど ) に 合わ せ て 変え て も よい で し ょ う 。 








ーー ーー 人 ーー ニー ニー 
肌 の 色 と 乳 首 の 色 肌 の 色 は メラ ニン の 量 や 紫外 線 が 関係 し て いる と いわ れ ま す 。 


孔 首 の 色 に も メラ ニン は 大 きく 関係 し て いま す 。 肌 の 色 が 黒 け 
れ ば 乳首 も 濃い 色 に な り 、 白 い 肌 な ら ば 色 が 薄く な る 傾向 が あ 
り ま す 。 肌 の 色 に 合わ せ て 乳首 の 色 を 変え る の も よい で し ょ う 。 
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乳首 の 種類 
乳首 の 描写 は 絵柄 に よっ て も 異な り ま す が 、 通常 の 状態 や 突起 し 





た 状態 、 陥 没 乳 首 な ど 個 人 差 で の 形 の 違い も あり ます 。 = 
の 

通常 突起 2 
本 
2| 
豆 
部 
の 
り 
方 

乳 輪 の 大 き さ 
乳 輪 の 大 き さ も 個人 差 が あり ます 。 好み に 合わ せ た 
サイ ズ 感 で 表現 し て みて くだ さい 。 


[ 細 ]」 呈 ら 早 9 起 共生 回 


JI 〇 隙間 飛 コ 回 


の 





画 胞 の 離れ 方 





胸 の 離れ 方 に も 個人 差 は あり ます が 、 胸 が 大 きく な っ て いく に し た が い 左 右 の 乳 
房 の 間隔 は 狭く な つて いき ます 。 ま た 、 胸 が 同じ 大 き さ で も ボー ズ に よっ て 乳房 
に か か る 重力 の 向き に よっ て 乳房 の 形 、 間隔 が 変わ る こと も あり ます 。 こ こ で は 
胸 の 大 き さ は その まま で ポ ボーズ に よっ て 変わ る 胸 の 離れ 方 を 説明 し ます 。 





正面 を ん 向い た ポー ズ 胸 を 強調 する ボーズ 


一 般 的 な 正面 を 向い た ポー ズ で 乳房 に か か る 左右 の 腕 で 胸 を 寄せ る と 、 胸 の 谷間 が 現れ ま 
重力 は 下 を 向い て いま す 。 胸 が 小さ けれ は 乳房 す 。 この 状態 で は 乳房 に 隙間 が で きる こと は あ 
の 間隔 が 離れ 、 大 きく な れ ば 狭く な り 美 し い 谷 り ま せん 。 

間 が で きま す 。 
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胸 を 張っ た ボー ズ 仰向け で 寝そべっ た ポー ズ 
胸 を 張る と 助 骨 が 開き 、 それ と 共に 乳房 の 間隔 上 を 向い た 状態 で 横 に な る と 重力 に よっ て 胸 
が 広がり ます 。 ま た 、 腕 を 上 げ る 動作 を する ご は 潰さ れ た よう な 形状 に な り 、 脇 下 、 胸 の 外側 
と で 肢 の 筋肉 を 通じ て 、 胸 を 上 に 引っ 張る カ が に 向かっ て 垂れ 下がり ます 。 それ に と も な い 乳 
働き ます 。 房 の 間隔 も 広がり ます 。 


画 胸 の 垂れ 方 


胸 は 重力 に より 下 に 向かっ て 垂れ て いき ます 。 他 の パー ツ と 違い 、 ほ と ん ど が 脂 
肪 で で き て いる た め 、 体 の 向き や 動き に よっ て 垂れ 方 も 変化 し ます 。 


状 間 ③ い 脚 選 園 





胸 を 乗せ た ポー ズ 


正面 を 向い た ポーズ 机 な どの 上 に 乳房 が 乗り 、 潰 れ た よう に 横 に 広 が 
下方 向 に 重力 が か か り 、 円 形状 に 沿っ て 丸み を り ます 。 乳 房 を 押さ える 力 が 加わ り 、 乳 房 の つけ 
お び た 下 乳 を 表現 し ます 。 下 乳 を 球体 で 描く と 根 に シワ が で きま す 。 机 に 接する 乳房 の 影 を 描き 
と で ハリ の ある 胸 に 仕上 ぼる こと が で きま す .。 込む と と で 、 胸 の 弾力 や 柔らか さ を 表 現 で きま す 。 


っ 2 
\ 


[ 庫 ] 古 ら G 了 時 S 箇 共生 回 





4 

下 

店 

横 に な っ た ポー ズ 仰向け で 寝そべっ た ポー ズ の 

横 に な る と 重力 に より 乳房 も 垂れ 下がり ます 。 胸 の 離れ 方 で も 説明 し た よう に 、 上 を 向い た 状 り 

乳房 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど 垂れ 下がり ます 態 で は 重力 に よっ て 胸 は 横 に 流れ る よう な 形 万 
が 、 極端 に 垂れ た 乳房 を 描く と だ らし な い 印 象 状 に な り ま す 。 肢 下 、 胸 の 外側 に 向かっ て 垂れ 
を 与え る の で 、 垂れ た 中 に も 丸み を 持た せ 、 ハ 下がり 、 腹 側 に も 下 乳 の ライ ン が 伸び て きま 
リ を 表現 し まし ょ う 。 す 。 この ライ ン の 影 を 描き 込む こと で 乳房 の 柔 

ら か さ を 表 現し ます 。 
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画 様 々 な ポー ス に よる 胸 の 描き 方 


立っ てい る と き 、 座 っ て いる と き な ど の ポー ズ の 違い や アオ リ や 
フカ ン な どの アン グル に よっ て も 胸 の 形 は 変わ っ て 見 えま す 。 胸 
の 形 や 見 せ 方 な ど フ ェ チ ズム を 出し や すい ポイ ント に な る の で 、 
ここ で は ポ ボーズ 例 を いく つが 紹介 し ます 。 












立ち ポー ズ 
右上 か ら の 光源 を 想定 し た スタ ンダ ー 
ド な ポー ズ で す 。 胸 の 丸み を 意識 し て 
球体 に 影 を 入れ る よう な イメ ー ジ で 影 
を 入れ ます 。 


前 屈み の ポー ズ 


ぽっちゃり と し た 体型 の 前 屈み の ボー ズ で す 。 胸 が 腕 に 
当たり 、 腕 に 治っ た 形 に な つて いま す 。 腕 に 乗る よう な イ 
メー ジ で ふん わり 描く こと で 柔らか さ を 表現 し て いま す 。 


腕 の 上 に 乗 つ か る 胸 で 、 柔 ら か 
さ を 表 現し て いま す 。 
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= で ーー 1 
TT っ の) ソソ フル 


SW A EA RA 
胸 の 下 側 、 い わ ゆ る 下 乳 の 丸み が 強調 
され た セク シー な ボー ズ で す 。 


状 明 G い 膨 選 園 


JI の 脚 器 光 図 







上 側 も 少し 丸み を 持た せる と 
下 か ら の アン グル の よう に 見 
えま す 。 





寝 そ べ る こと で 、 胸 
流れ て いま す 。 


KS 関 WIAe) KS ド Im 画 い 


JT の 脚 岬 飛 コ 回 
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屈 ん だ ポー ズ 
靴下 を 履く よう な 屈 ん だ ボーズ は 
前 屈み に な る の で 、 胸 が 下 に 垂れ 
下がり ます 。 










ーー 
Ey 






アプ 


うつ ぶせ の ポー ズ 
こち ら も 胸 が 下 に 垂れ 下 
が り ま す 。 胸 の 大 き さ に 
よっ て は 左右 の 胸 の 間 に 
隙間 が で きま す 。 
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トー 人 回 較 シャ 


胸 の 大 き さ を キャ ラク ター を 描く 際 に 色々 な ボー ズ や 角度 を つけ て 描く こ 
ES と が 多い と 思い ます 。 ポー ジン グ に よっ て は 体 の バラ ンス を 
統一 する ポイ ント 整え る の が 難し く 、 絵 を 描い た 経験 が 少な い 人 は 同じ キャ ラ 


クタ ー を 描い て いる の に 胸 の 大 き さ を 合わ せる の が 難し いな 
どの 間 題 が あり ます 。 ご ここ で は 胸 の 大 き さ を 統一 する ポイ ン 
ト を 説明 し ます 。 


状 聞 らい 脱 選 固 


胸 の 大 き さ を 統一 する ポイ ント は 「 胸 の 大 き さ 」 と 「 左 右 の 

乳房 の 間隔 」 の ふか たつ で す 。 こ の ふた つ を 押さ える こと で ど 

ん な ポー ズ 、 ア ング ル で も 胸 の 大 き さ を 統一 する こと が で 

きま す 。 
| 

胸 の 大 き さ を 統一 す 

る た め に 、 左右 の 乳 

房 の 間隔 を 決め ます 。 


JT の 降ら 


平坦 な 胸 に 「 お わん 」 が 
乗っ つて いる の を イメ ー 
ジ し て 円 を 描き ます 。 手 
描き で も 構い ませ ん 。 





孔 首 は 位置 は 乳房 の 形 で 異な り ま す が 、 
円 の 頂点 で は あり ませ ん 。 





[ 細 」 本 ご 時 9 骨 政 回 





下 か ら 乳 房 を 見 る と 、 乳 首 は 乳房 を 上 か ら 見 た 場合 も 同様 に 乳 左 の 乳房 が こち ら を 向い て いる の 
正面 で は な く V 字 方 向 の 角度 房 は 外側 に 向かっ つて いる の で 、 乳 で 、 右 の 乳房 は 斜め 右 方 向 を 向き 
に 位置 し ます 。 乳 首 を 中 心 に 首 を 中 心 に お わん を 意識 し て 描き ます 。 

お わん を 意識 し て 、 乳 房 の 形 進め ます 。 

を 決め ます 。 


JI の 脚 G 則 政 回 
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画 動き の 違い に よる 胸 の 変化 


様々 な アク ショ ン や シチュ エー ショ ン に よっ て 胸 の 形 は 大 きく 変わ り ま す 。 ど の 
よう に 変化 する の か を 中 心 に 解説 し て いき ます 。 








ジャ ンプ する 


ジャ ンプ する こと で 、 胸 が 持ち 
上 が り ま す 。 


胸 を 揉む 


胸 が 手 の 形 に 沿っ て 形 が 変わ り 
ます 。 指 に 沿っ て シワ を 入れ る 
と 、 手 が 胸 に 沈み 込ん で 柔らか 
い 印 象 に な り ま す 。 
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持ち 上 げ て いな い 








胸 の 上 側 は や や 直 

線 的 に な る 。 
持ち 上 げ る 抽 
水 風船 を 持ち 上 げた と き の よ う の 
に 手 に 沿っ て 形 が 変わ り ま す 。 の 
量 
本 

持ち 上 げた 胸 は 上 側 も 丸 

み を お び た 形 に な り ま す 。 
っ 
9 自 
部 
の 
り 
訪 





KS 関 WIAe の KS ド Im 画 い 





腕 で 寄せ る と 縦 に 長い 形 に な り 、 胸 の 谷間 が 強 
調 さ れ ま す 。 








JI 〇 隙間 飛 コ 回 


「 腕 で 寄せ る 」 形 と 基本 は 同じ で す が 、 脚 で 押 
し 上 げ て いる 側 は 上 方 向 に 形 が 変わ り ま す 。 
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1【 の と ゴジ ルル AM に る た に そう, 


押さ れ て 潰さ 
れ た 表現 。 
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女性 の 象徴 で ある 乳房 は その ほとん ど が 脂肪 で 形成 され て お り 、 他 の バー ツ よ り 
柔らか く 弾 力 が か あり ます 。 握 る 、 揺らす 、 潰す な ど 肉 体 の 生々 し い 表情 を 表現 し 


まし よう 。 


ie 


揺らす 

キャ ラク ター が 走っ た り 、 ジ ャ ンプ し 
た りす る と 、 乳 房 も 動き に 合わ せ て 上 
下 に 弾み ます 。 ご の 乳房 の 動き を 描き 
込む だ け で 、 体 全体 の 動き の 勢い を 表 
現 で きま す 。 実際 に 走っ て も この よう 
に 左右 の 乳房 が 上 下 バ ラバ ラ に 揺れ る 
と と は 少な いで す が 、 マン ガ や イラ ス 
ト な ど で は よく 見 られ る 表現 で す 。 





へ 


握る 


手 で 乳房 を 握る と 指 の 隙間 か ら 肉 
が は み 出 し 、 そ の 柔らか さ が 引 き 
立ち ます 。 つか ん だ 指 が 乳房 の 肉 に 
埋もれ る よう に 描き 込む と 、 より 豊 


満 な 乳房 が 強調 で きま す 。 

ンク 
の "9 
FF 
/ 

= 
LN 
© 


潰す 


乳房 を 物 に 当て る と 潰れ て 、 棒 円 形 に 
変形 し ます 。 潰 され て は み 出 し た 乳房 
は きれ いな 曲線 を 描き 、 柔 ら か く ハ リ 
の ある 乳房 を 表現 し ます 。 乳房 を 当て 
た 物 に 凹凸 が ある 場合 に は 、 乳房 も そ 
れ に 沿っ て 形 を 変え まし ょ う 。 


WE 1 | 


環境 、 温度 に よる 
肌 の 描き 分 け 





人 は 長 時 間 寒 い 場 所 に いる と 血 流 が 悪 
く な り 、 肌 の 色 が どん どん 薄く な っ て い 
きま す 。 肌 を 白 に 近い 色 で 塗る だ け で な 
く 肌 に か か る 光 も 青 に 近い 色 に する と 、 
より 寒さ を 引き 立て る こと が で きま す 。 





温まっ た と き や 冷 えた と き で 肌 の 色 は 変化 し ます 。 お 風 
呂 上 が り は 火照っ て ほん の り ピ ンク 色 に な っ た り 、 寒い 
と き は 肌 や 唇 も 青白 く な り ま す 。 環 境 に よっ て 肌 の 色 味 
も 描き 分 ける と 、 よ り リ アル な 肌 を 表現 で きま す 。 


水 に 濡れ た 肌 
水 に 濡れ た 肌 を 表現 する た め に 体 の 曲線 に 沿っ て 水滴 を 
描き 込み ます 。 水 か が から 上 が っ た ば か り の 肌 に は 、 水 分 が 
多く 付着 し て いる の で 、 水 滴 を 多め に 描く だ け で な く 、 水 
滴 が 集まっ た も の や 、 水 が 肌 を つた っ た 跡 に で きる 薄い 
水 の 幕 、 水 の 反射 に よる 光 も 描き 込み まし ょ う 。 水滴 を 
少な め に 描く と 汗 を 表現 する こと も で きま す 。 








お 風呂 か ら 上 が っ た 後 な ど は 体温 が 上 が り 、 
肌 が 火照っ て ピン ク の 光沢 を お び ま す 。 体 か 
ら 湯気 が 上 が り 、 よ り セ クシ ー な キャ ラク ター 
に 仕上 げ る こと が で きま す 。 

湯気 は キャ ラク ター の 口 周り に 描き 込む こと 
で 、 逆 に その 場面 が どれ だ け 寒 いか を 表現 す 
る こと が で きま す が 、 背 景 が 白 に 近い 色 だ と 
湯気 が 見 えな い の で 注意 し まし よう 。 
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ーー 一 


后 闘 きら 脱 吾 


3| 
時 
平 
の 
溢 
8) 
万 
交 





>  、 」 の 三 > | 実際 に 胸 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
塗り 方 の ポイ ント 解説 二 に ま と ウイ ンス PP 


画 胸 の 塗り 方 






ペー ス の 色 を ペタ 塗り し ます 。 





光源 を 意識 し て 1 影 を お きま す 。 


乳房 は 丸み を 意識 し て ボー 
ル に 影 を 入れ る イメ ー ジ で 。 


1 影 を な じ ま せ ます 。 胸 の ライ ン を 意識 し て 、 
乳房 の つけ 根 は 少し エッ ジ の ある 消し ゴム 
で 形 を 整え ます 。 
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2 影 を な じ ま せ ます 。1 影 よ り も ぼかし 
は 少な め に し て な じ ま せ ます 。 特 に 乳房 
の 落ち 影 な ど は エッ ジ を 少し 残す と メ 
リハ リ が 出 ます 。 





光源 の 反対 側 を 中 心 に 2 影 を 入れ ます 。 
線画 を フチ 取る よう な イメ ー ジ で 影 を 
入れ 、 影 の 回 り 込 み を 強調 し ます 。 





乳首 を 塗り ます 。 乳首 の 塗り 方 は 次 ペー ジ 
で 解説 し 字 a 
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状 明 G い 膨 選 園 


JI の 脚 器 光 図 


[ 画 ]」 呈 ら 早 9 起 共生 回 





JI 〇 隙間 飛 コ 回 





肌色 を べ タ 塗り し ます 。 乳首 の ベー ス の 色 を べ タ 塗り し 明る い 部 分 を 抜き ます 。 ぼ か し の 


ます 。 ある 消し ゴム な ど で 乳 首 の 上 あ 


た り を 少し 消し て 明る くし ます 。 
乳首 の 影 を 描き 込み ます 。 乳首 の 線 ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
に 沿っ て 少し 影 を 入れ る 程度 で す 。 











線画 の 色 を 調整 し て 乳首 は 完成 
で す 。 





ハイ ライ ト を 入れ て 玩 成 で す 。 
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光源 を 複数 に する 光源 を 複数 に する と と で キャ ラク ター の 心境 、 与 える 印象 の 


他 に も 強調 し た い バ パー ツ を 引き 立た せ た り 、 ハ リ の ある 肌 を 
表現 する こと が で きま す 。 考え 方 と し て は 引き 算 で す 。 全 身 
に 影 が 落ち て いる 所 か ら 、 ひ と つづ 目 の 光 が 当 た る 箇所 を 消し 、 
次 に ふた つ 目 の 光 の 当たる 箇所 を 消し て いく イメ ー ジ で す 。 


状 陽 〇 脱 当 固 










上 下 か ら の 郊 


オー ソ ド ッ クス な 上 か ら の 光 と 反対 方 向 で ある 下 
か ら の 光 、 上 か ら の 光 で 乳房 の 上 側 に は 影 が で き 
ず 、 下 か ら の 光 で 下 乳 が 強調 べ れ ます 。 光 が 当 た っ 
て いる 箇所 で も 肌 の 質感 を 表す た め 少 量 の 影 を 描 
き 込 み ま す 。 





JO 脱 ら 尼 党 回 





対 め 上 か ら の 光 と 下 か ら の 光 

水 場 な ど 上 か ら の 光 が 地 面 に 反射 する シチュ 
エー ショ ン な ど に よく 使わ れ ま す 。 左 斜め 上 
か ら の 光 に より 、 体 の 右側 に 影 が 集中 し ます 。 
本 来 太もも の 辺り に も 影 が 落ち る の で す が 、 
下 か ら の 光 に よっ て 太もも が 照ら され る の で 
影 が 落ち ませ ん 。 ま た 、 下 乳 も 照ら され る の 
で 忘れ ず に 描き 込み まし ょ う 。 











下 か ら の 光 と 後ろ か ら の 光 


下 か ら の 光 は 腕 の 下 側 な ど 下 方 向 に 向い て い 
る 面 に 光 が 当 た り ま す 。 ま た 、 光 は 乳房 に 当 た 
り 、 胸 を 境 に 上 に は 影 が か が か かり ま す 。 後 ろか 
ら の 光 は 体 の 輪郭 に 沿い 、 ハ イラ イト を 描き 
込み ます 。 くびれ て いる 所 は 太く 、 盛り 上 が っ 
て いる 所 は 細く ハイ ライ ト を 入れ まし ょ う 。 


TO 了 服 立 フ 回 





園 育 中 ・ 腰 の 基本 を 知る NN や SN 
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パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 


背 中 ・ 腰 。 塗 り 方 を 知 2 ぅ 


正面 の アン グル に 比べ て 、 凹 凸 が な いた め に 影 が つき に くく 魅力 を 出し づら 
いと 思わ れる 背中 や 腰 周 り で す が 、 女 性 特有 の くびれ や お し り の 塗り を 工夫 
する こと で 、 セ クシ ー な 女性 を 演出 する こと が で きま す 。 


育 骨 を 中 心 に 、 肩 申 角 や お し り の ライ ン 、 腰 の 
くびれ を バラ ンス よく 描い て いき まし ょ う 。 


育 中 の ライ ン 





⑩ ワ フ ポイ フト 





育 中 は 正面 と 比べ て 凹凸 が 少な いた め 、 バ ラ 
ンス を 整え て 描く の が 難し く な り ま す 。 中 心 
と な る 背骨 を 先 に 描き 、 肩 甲骨 、 お し り の ラ 
イン な ど あ た り を つけ な が ら バ ラン ス を 整え 
て 描い て いき まし よう 。 














男 育 中 ・ 腰 の 有 影 


背中 は 肩 、 背 甲骨 と 盛り 上 が り 、 腰 の くびれ に か け て 細く な り 、 お し り で また 馬 
盛り 上 が る 形 に な っ て いま す 。 背 甲骨 や 背骨 の ライ ン に は 影 を 描き 込み 、 背 中 Hl 
の 筋 内 に よる シワ 、 凹 凸 な ども 表現 し まし よう 。 り 
の 
肩 四則 は 「 ハ 」 の 字 に 描き 、 影 
を 入れ て いき ます 。 
2 
豆 
部 
の 
り 
方 





oe - 影 は 背中 の ライ ン に 沿っ て 表れ ます 。 光源 の 
お し り の ライ ン は お し り の 円 周 上 に 位置 し 、 a ーー 

お し り の 柔らか さ を 表 現し た り 、 腰 周り の バ 3 性 用 和 っ UE 
ラン ス を 把握 する の に 便利 で す 。 i 


側面 


・ 廿 層 ] 丁 ら 脱 S 箇 共生 回 


[ 敵 





JI の 池部 倫 回 


くびれ 周り か ら 、 背 骨 の ライ ン 
に 向け て 鋼 め の 影 を 入れ る と 、 
腰 の ライ ン が 強調 され ます 。 
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画 様 々 な ポー ズ に よる 背中 の 描き 方 





ポー ズ の 違い に より 背中 の 形 も 変わ っ て きま す 。 ここ で は ポー ズ の 他 に 光源 を 意 
識 し た 描き 方 を 解説 し て いき ます 。 ま ず 、 光源 の 方 向 を 決め た ら 、 その 光 に よっ 
て どこ に 影 が 入る か を 考え 、 引き 締まっ た 筋肉 、 脂肪 を イメ ー ジ し て 魅力 的 に 仕 
上 上げ まし よ ょ よう 。 


育 中 を 丸め て 座る ポー ズ 


【 正 面 上 方 か ら の 光源 】 

正面 上 か ら の 光源 は 、 絵 を 描く 上 で 基本 と な る も の で す 。 余 計 な 影 が 出 
に くい の で 美しい ライ ン を 描く と と が で きま す 。 背中 を 丸め る と 肩 甲 骨 
が 広がり 、 脚 を 曲げ て 座る と 腰 の 筋肉 や 脂肪 が 下 に 引っ 張ら れ て 、 凹 上 
の 少な い 背 中 に な り ます 。 








、) 





引っ 張ら れる の で 
ツル ン と し た 凹凸 の 
少な い 背 中 に な り ま す 。 


育 中 を 反っ た ポー ズ 


【 左 奥 上 方 か ら の 光源 】 
奥 側 か ら 光 が 当たる の で 、 手前 の 


肩 甲骨 か ら 胸 ・ 腰 あたり まで 影 が 


伸び ます 。 影 を 腰 周 り に 入れ る と 
と で お し りか ら 腰 ・ く びれ が 強調 sy. 
ie 腰 を ひね っ た ポー ズ 

【 左 上 方 か ら の 光源 】 

腰 を ひね り 、 反 っ た 肩 に 光 が 当 た り 、 右 
肩 ・ 肩 甲骨 の 下 の く びれ に まで 影 が か 
か り ま す 。 肩 甲骨 は 背中 の 中 で も 一 番 
飛び 出し て いる パー ツ な の で 、 右 肩 の 
肩 四角 に は 光 が 当 た り ま す 。 さ ら に 腰 
の 筋肉 の 影 を きち ん と 描き 込む こと で 、 
美しい ウエ スト ライ ン を 表現 で きま す 。 





74 


[ie 背中 を 丸め て 片足 を 曲げ た ポー ズ 





【 右 上 方 か ら の 光源 】 肌 
片足 を 上 げ 背 中 を 丸め る と 、 上 か ら の 光 で 背中 の 凹凸 は 少な く コ 
な り 、 手 前 に 出 た お し り が 印象 的 な アン グル に な り ま す 。 脚 を | の 
上 げた 際 に くびれ に 集まっ た シワ を 描き 込む こと で 、 より お し 
り が 強調 され ます 。 
較 
豆 
部 
の 
り 
方 





前 傾 姿 勢 の ポー ズ 

【 右 手前 上 方 か ら の 光源 】 

手前 か ら の 光 で 背中 の 奥 側 に 影 が 集中 し ます 。 光 が 当たっ て い 
る 右 半身 の 手前 部 分 の 筋肉 や 脂肪 に よる 影 を 描き 込む こと で 、 
より リア ル な 質感 を 出す こと が で きま す 。 


・ 甘 蝶 」 ご 脚 8 骨 FT 回 


に 





dl らら 上 脱 S 民 共 ゴ 回 
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| 1 2 2 ン 家 


【 左 奥 や の 光源 】 
や や 低め の 光源 に より 、 手 前 側 に 影 が 集中 し ま 
す 。 肩 甲骨 、 く びれ に か か る 影 を 流れ る よう に 
描く こと で 立体 感 を 出す こと が で きま す 。 く び 
れ の 影 を 腰 の 背骨 ライ ン ま で 伸ばす こと で 、 よ 
り 質感 を 表現 で きま す 。 

















を 昌 月 レノ こり) 六 り ホー スズ ス 

【 左 奥 上 方 か ら の 光源 】 

足 を 崩し た 女性 らし い 座 り 方 は 育 中 に 大 きく 影 を 落と すこ 
と で 、 寂 し さや 哀 惑 と いっ た 負 の 感情 を 表現 する こと が で 
きま す 。 さ ら に 斜め か ら の 光 は 背中 の 凹凸 を 際立た せ て く 
れる の で 、 背 中 が 「 く 」 の 字 に 曲がり 、 く びれ に 脂肪 が 集 
まる この ポー ズ に は ピッ タリ で す 。 








【 手 前 上 方 か ら の 光源 】 
腰 か ら お し り の ライ ン を 表現 する な ら 、 真 横 か ら の 
アン グル が オス ス メ で す 。 横 か ら 描 く こ と で お 腹 の 
脂肪 、 腹 筋 と 背中 、 腰 の ライ ン を 同時 に 見 せる こと 
が で きま す 。 ま た 、 足 を 曲げ て お し り を 強調 する こ 
と で 、 ウエ スト か ら お し り 、 太 も も に か け て の 美しい 
曲線 が で き あ が り ま す 。 
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目 体 沈 別 有 有 中 の 拍 き カ 


体型 が 違う と 筋肉 、 脂 肪 の つき 方 が 変わ り ま す 。 筋 肉 、 脂 肪 の つき 方 が 違え ば 
影 の 出 方 も 変化 し 、 質 感 を 表現 する た め の 色 の 塗り 方 も 変わ り ま す 。 


















スマ ー ト な 背中 筋 内 質 な 背中 
筋肉 、 脂肪 と も に 少な 筋 内 に よっ て で きる 影 と 
く ス ラッ と し た 背中 脂肪 に よっ て で きる 影 は 
は 、 凹 凸 が 少な いた 全く 違い ます 。 筋 内 の つ 
め 、 影 が 少な く 体 の ラ いた 背中 は 背骨 や 肩 甲骨 
イン を いか し た 色 づ に よっ て で きる タテ の 影 
けが 多く な り ま す 。 が 多く な り ま す 。 女 性 の 場 


合 、 肩 甲骨 や 背骨 周り は 


肩 甲骨 に 沿っ て 特に 引き 締まり や すい の 
タテ の 影 が で 、 そ こ を 中 心 に 美しく 健 
入り ます 。 康 的 な 背中 を 描い て いき 


まし ょ よう 。 


お し り の 側面 に 影 を 入れ る と 
引き 締まっ た 印象 に な り ま す 。 





上 ぶ く よ か な 背中 日 焼け し た 背中 
旨 肪 の つい た 体型 は 、 水着 を 着用 し て いた 箇 
柔らか く 包 容 力 が あ 所 は その まま に 、 露 出し 
る イメ ー ジ を 与え ま て いる 部 分 の 肌 の 色 を 
す 。 食い 込ん だ 水着 や 変え まし ょ う 。 肌 は 筋肉 
は み 出 そう な 肉感 を 質 な 場合 と 同様 の 塗り 
意識 し て 塗り まし ょ 方 を する と で , アク 






ティ ブ な タイ プ で ある 
こと を 見 る 側 に 印象 づ 


う 。 
背中 に つい た 


肉 は 丸み の 影 ける こと が で きま す 。 
で 表現 する 。 
お 腹 ま わり に 影 を 
入れ て 柔らか い 印 


象 に する 。 


*y 











十 聞 らら 培 当 園 


JI の 潮 器 溜 回 


[ 顎 ・ 芋 避 ] 本 ご 隊 9 聞 飛 F 回 





JI 〇 隙間 飛 コ 回 


画 年 齢 別 育 中 の 描き 方 





年 齢 は 背中 に 出る と いわ れ ま す が 、 身長 や 肩幅 、 肉 づ き な ど 年 齢 に よっ て 大 きく 


変わ り ま す 。 年 齢 に 合っ た 背中 に 仕上 げ る こと で キャ ラク ター を より 引き 立て て 
いき まし ょ う 。 







10 代 前 半 
10 代 前 半 の 少女 の 体 は まだ まだ 成熟 し きっ て いな 
い の で 、 凹凸 が 少な く 影 も あま り 出 ま せん 。 影 を 控 
え め に 入れ る こと で 幼 さ が 強調 され ます 。 


10 代 後半 ~ 20 代 前 半 


体つき は 大 人 に な り 、 く びれ や 胸 と いっ た 部 分 が 強調 さ 
れ て きま す 。 さ ら に 新陳代謝 が 良く な っ た 分 、 ス レン 
ダー で 健康 的 な 姿 に な り ま す 。 





少し 筋肉 を 描く こと 
で 影 の 量 が 増し 、 よ 
り リ アル な 背中 を 描 
く こ と と が で きま す 。 
肩 甲骨 の 周り に 肉 が 

つく の で 肩 回 り の 影 
は 少な め に 。 


どら 0 代 後 ギー 30 代 


心身 と も に 熱し た 年 齢 で 、 胴 周り に 肉 が つき 、 
お し り の 下 の シ ワ も 深く な り 始 め ま す 。 
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> = 実際 に 背中 ・ 腰 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
次 り 方 の ポイ ン ト 解 説 きれ い に 塗 る た め の ポ イン ul 
















肌 
洒 
ビ 1 コ ‘ り 
男 育 中 ・ 腰 の 塗り 方 
本 
骨格 、 筋 内 の バラ ンス を 理解 し て 
ラフ を 描い て いき ます 。 肩 甲骨 、 
背骨 の 位置 な ど 、 背 中 の バラ ンス 
を 整え る の に 大 切な パー ツ も 描 
き 込 み 、 後 々 の 影 入れ の 目安 と し 
まま 
の 
涯 
り 
万 


線画 を お こし 、 べ ベタ 塗り し た 後 
に 影 を 描き 込ん を で いき ます 。 こ ご 
この 塗り は 影 だ け で な く 、 人 質感 
と な る 色 も 塗っ て いき ます 。 








ステ ッ プ 2 で 塗っ た 部 分 か ら 影 
と な る 部 分 だ け を 塗り 重ね て い 
きま す 。 


・ 廿 琴 ] 本 ご 隊 9 聞 飛 F 回 


[ 瑞 





強調 し た い 箇 所 に 重点 的 に ハイ 
ライ ト を 入れ て 完成 で す 。 





の 膨 間 飛 回 
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画 お 腹 の 基 本 を 知る 


骨盤 は 斜め 
に つい て い 
ます 。 

お 腹 の 脂 肪 で 

下腹 部 は 少し 

出っ張り ます 。 
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パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 
に と 
お 用 塗り 方 を 知 2 ぅ 
お 腹 は 女性 らし い 上 魅力 を 表現 する 上 で 大 切な 部 位 で す 。 無 防備 で 柔らか そう 


な お 腹 や 力強い 筋肉 質 な お 腹 な ど 、 描 き 分 けが で きる こと で 女性 像 を 表現 で 
きま す 。 お へ そ も ボ イン ト で す 。 







お 腹 は 情報 量 が 多い 部 位 で す 。 お へ そ を 通る 正中 線 の ライ 
ン と 胸 の 真下 に ある 腹筋 、 お 腹 の 脂肪 、 骨盤 を 意識 する と 
見 栄え の よい イラ スト に な り ま す 。 腹筋 の シッ クス パッ ク 
を 意識 し すぎ る と ムキ ムキ に な っ て し まう の で 、 体型 に 合 
わせ て 注意 し て 描き ます 。 


正中 線 





お 腹 の 脂 肪 





角度 の 違い に よる お 腹 の 表 現 


お へ そ を 通る 正中 線 の ライ ン を 意識 する こと が 大 切 で す 。 顔 や 上 半身 に 比べ て 、 
正中 線 を 意識 する こと で 角度 の ズレ を 減ら せま す 。 


斜め 
光源 を 意識 し て 影 を つけ ます 。 お へ その く ぼ ぽ 
み は 、 ど の 面 が 影 に な つて いて どの 面 に 光 が 
当たっ て いる が か を 意識 する と 、 自 然 な 段差 が 
で きま す 。 


る 













腹筋 に 沿っ て 
影 が 入り ます 。 


腹筋 の ふく ら み 部 
分 に ハイ ライ ト が 
入り ます 。 


お 腹 の 脂肪 を 意識 し て 


影 を 入れ ます 。 





正面 
正面 の 場合 も 光源 を 意識 し ます 。 正中 
線 と お へ そ 周 り に 自然 な 段差 の 影 を 
入れ ます 。 
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状 明 G い 膨 選 園 


JI の 脚 器 光 図 


[ 応 9] 本 ご 陸 8 岬 政 回 





JI 〇 隙間 飛 コ 回 


画 体 型 別 お 腹 の 描き 方 


体格 に よる 描き 分 け は 、 脂肪 の 量 を 意識 する こと が 大 切 で す 。 ス レン ダー の 場合 
は 脂肪 量 が 少な い の で 、 筋肉 の スジ が 出 て きま す 。 逆 に 、 子ども や や ぼっ ちゃ り 体 
型 の 場合 は 、 脂 肪 の 量 が 多い の で 体 表 に 筋 内 の スジ な ど が 出 て きま せん 。 





ぼっ ちゃ り 
ふく よ か で 柔らか い シ 
ル エ ッ ト に な り ま す 。 
お 腹 の 脂 肪 を 意識 し て 
丸み を 帯び た シル エッ 
ト に し ます 。 


骨盤 を 大 きめ に し て 
くびれ を 作り ます 。 





骨盤 を 小さ くす る こと で 
寸胴 な 体型 に し ます 。 


子ども 

女性 らし いく びれ や 丸 
みな どの 凹凸 は 少な め 
な シル エッ ト に し ます 。 
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ゴツ ゴツ と し た 角張っ た 部 分 を 作り ます 。 
完全 な 直角 で 線 を 引か ず 、 女 性 らし い 丸 

み を 意識 し ます 。 グ ラ デ ー シ ョ ン を 少な く 

し て 、 エ ッ ジ を 効か せ て 塗る と 筋肉 質 ら し 

く な り ま す 。 


状 明 G い 膨 選 園 


角張っ つた シル エッ ト を 





作り ます 。 
2 
豆 
横 に ライ ン を 入れ る と 泊 
発達 し た 筋肉 を 表現 で り 
きま す 。 方 





ゴツ ゴツ し て は いる が 
丸み も 残し ます 。 


[ 員 」 本 ご 陸中 政 F 回 





旨 肪 に よる 丸み を 描か な 
いこ と で 、 ぽ っ ちゃ り 体 
型 と の 差 を つけ ます 。 


スラ っ と し た 細い シル エッ ト に な り ま す 。 
子ども の 体型 と の 大 き な 違 い は 、 女 性 らし 
いく びれ な どの 凹凸 を きち ん と 描く こと 
で す 。 


JI 〇 隙間 飛 コ 回 
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画 年 齢 別 お 腹 の 描き 方 
年 齢 が 低い ほど 脂肪 量 が 多く 、 骨格 や 筋肉 が 未 発達 な の で 、 筋肉 の スジ や 骨 の 角 


張り が 表面 に 出 な いよ うに 気 を つけ ます 。 成 長 す る と 、 骨格 や 筋肉 が 発達 し て い 
きま す 。 





ティ ー ン エイ ジャ ー 
子ども と 大 人 の 中 間 
くら い の 体型 。 凹凸 が 
少し 目立っ て きま す 。 


くびれ が 目立つ よ 
うに な っ て きま す 。 





肌 は すべ すべ な 
お まん じゅ う 型 





大 人 


丸み や 凹凸 を し っ つかり 


と 表現 し ます 。 
まさ も 


凹凸 を 少な めで ハイ ライ ト も 少 
な め な 塗り に し ます 。 


腰 の くびれ が 目立ち ます 。 


お し り を 大 きく し ます 。 
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還 様 々 な ボー ズ に よる お 腹 の 描き 方 







姿勢 が 反っ て いる か 屈 ん で いる か で 、 脂 肪 や 筋肉 の 見 え 方 が 変わ り ま す 。 こ うし 
た 違い は 、 線 で 表現 し て いき ます 。 少 し くら い 大 げ さ に 表現 し た ほう が 伝わり や 
すい で す 。 


状 明 G い 膨 選 園 










立て 膝 座 り 


座る こと で お 腹 の 脂肪 が 寄る の で 、 腰 周り の 
肉 の 奈 り を 描写 する と リア ル に な り ま す 。 


JI の 脚 器 光 図 


[ 顧 9」 本 ご 陸 骨 飛 回 


寄り か か っ て 寝 そ べ る ポー ズ 


姿勢 が 反っ つて いる の で 、 正 中 線 を し っ か り と 
描い て 描写 し ます 。 お 腹 周 り も 反っ て 張っ て 
いる の で 脂肪 が 寄る こと も な く な る た め 、 腰 
周り に 肉 が 款 り ま せん 。 









JI 〇 隙間 飛 コ 回 
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座る こと で お 腹 周 り の 脂肪 が 寄り ます 。 
お 腹 周 り の 脂肪 と 骨盤 の で っ ぱり を 線 
で 表現 し ます 。 


お 腹 の 線 は 一 直線 に 描か が ず 、 お し りか ら 体 の 
正面 に 回 り 込 ん で いる 骨盤 を 意識 し て 描く こ 
と が ボイン ト で す 。 
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gg r Ez Sn 
, に 部 ーー 
No A A 


上 体 ひ ね る こと に よっ て 腰 の ライ ン が 圧縮 
され 、 わ ず か な 段差 を つく り ま す 。 


十 聞 らら 培 当 園 


dtoS 拉 9S 正 品 図 





Kit 妥 語 WIAIEASKIIELSm 画 の 


r 
1 








前 傾 に な る こと で 上 ギ 身 と 下半身 に 重なり が 
で きま す 。 腰 や お 腹 の 脂 肪 が 圧縮 され て 段差 
に な っ て いる こと を 意識 し て 描き ます 。 


JI 〇 隙間 飛 コ 回 
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> ら お へ その 下 の お 腹 周り の 脂肪 を うっ すら と し た グラ デー 
塗り 方 の ポイ ント 解説 | ショ ン で 当り ます 。 筋 内 で は な い の で 、 は っ きり と 入れ な 


いよ うに する の が ポイ ント で す 。 


お 腹 の 塗り 方 





ベー ス と な る 肌色 を 塗り ます 。 1 影 を 入れ ます 。 お へ その 部 分 は 「 ダ イヤ 型 」 
を 意識 し て 影 を 入れ まし ょ う 。 


⑨⑲ ワ リボ イシ ト 


と 周り の 正面 イメ 
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骨盤 の 凹凸 の 形 を 
整え 、 立 体感 を 出 
し ます 。 





1 影 を ほか し ます 。 下 腹部 ほど 薄く し ます 。 細か い 部 分 の 形 を 整え 、 エ ッ ジ を きか せ て メリ ハリ 
を 出し ます 。 





1 影 より も 濃い 2 影 を 入れ ます 。 ハイ ライ ト を 外周 部 分 と お 腹 に 入れ 、 さ ら に メリ ハ 
リ を つけ ます 。 線 を 茶色 に し て な じ ま せ て 完成 で す 。 
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装 朋 ③ び 脚 紀 園 


JI の 脱 G 器 記 回 


ie 肖 語 AEteNIIE Im 画 い | 





下 
ーー 
身 
の 
り 
万 


国 様 々 な お 腹 の 塗 り 方 
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育 中 を 丸め た と き の お 腹 


背中 を 丸め る と お 腹 の 脂 肪 が 寄せ 
られ 横 方 向 に シワ が 入り ます 。 お腹 
の 脂肪 の ライ ン に 合わ せ て 横 方 向 
に ハイ ライ ト や 影 を 入れ る と 自然 
な 印象 に な り ま す 。 

お へ そ も 縦 方 向 で は な く 横 に する 
と と で お 腹 の お 肉 が 寄っ て いる よ 
うな 印象 を 強め る こと が で きま す 。 





褐色 の お 腹 


通常 の 肌 の 色 も 、 褐 色 の 肌 も 塗り の 基本 は 同 
じ で す 。 ハイ ライ ト が 明る すぎ る と つや や か 
な 印象 が 強く な っ て し まう た め 、 ハイ ライ ト 
の 色 は 少し 抑え め に し ます 。 あえ て 強調 させ 
た い 部 分 や 光 の 強 さ を 出し た い 部 分 に は 白 
な どの 明る い 色 を 入れ て も 良い で し ょ う 。 


お 腹 の ハ イラ イト の 上 
か ら 影 を 乗せ る こと で 、 
影 部 分 と そう で な い 部 
分 の ハイ ライ ト に 差 を 
つけ て いま す 。 


お 腹 に か か る 影 
腕 の 影 が お 腹 に か か っ て いる パタ ー ン で す 。 腕 が 肌 


に 近い 部 分 は 濃く 、 速 く な る お へ そ 付 近 の 影 は 薄め 
に し て 入れ る と 遠近 感 が 表現 で きま す 。 


ボ 


イン ト 
守り 泡 


Q 
In 
る 
千 


G 
MR 





パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 
お し り 。 塗 り 方 を 知 2 ぅ 
女性 の お し り は 脂肪 が つき 、 ど ん な ポ ボーズ を 取っ て も 美しい 丸み を 帯び た ラ 


イン が 表れ ます 。 脂肪 の つき 方 や ポー ズ に よっ て 、 可 愛 い か ら セ クシ ー ま で 
幅広 く 表現 で きる 表情 豊か な パー ツ で す 。 





画 お し り の 基本 を 知る 


お し り の 魅力 は 丸み を お び た 形 以外 に も 腰 か 
ら の くびれ か ら 太 も も へ の ライ ン 、 下 着 に よる 
シワ な ど で す 。 ボー ズ や アン グル を 駆使 し て セ 
クシ ー な も の に 仕上 げ ま す 。 


お し り の 谷間 な の で パ 
ン ツ に も シワ が 寄り ま 
す 。 よ り リ アル に 見 せ 
る た め 、 シ ワ も し つっ か 
り 描 き 込 み ま す 。 


真後ろ か ら お し り を 描く 場 
合 、 お し り の 丸み が わか り づ 
らい の で 、 太もも と の 境目 の 
ライ ン を 描き 込み ます 。 


横 か ら 見 た お し り 
背中 か ら お し り へ 向け て 「S] 字 型 に ボディ ラ 
イン を 描く こと で 美しい ヒッ プラ イン を 表現 
で きま す 。 






お し り と 股 の 境目 は 、 
凹凸 を つけ て 描き ま 


の ⑨⑲ ワリ ポイ ント 
お し り は 丸く 、 胸 の 塗り 方 と 似 て いま す 


が 、 胸 と 違っ て お し り の 皮下 脂肪 の 下 に 
は 筋肉 ・ 腰 骨 が あり ます 。 腰 や 股 の ボー 


ズ に よっ て 形 も 変化 し ます の で 、 丸く 描 
け ば よい と いう も の で は あり ませ ん 。 
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角度 の 違い に よる お し り の 表現 









お し り の 丸み 、 腰 か ら 太 も も まで の 美しい S 字 ライ ン を 際立た せる た め 、 影 を 名 
描き 込み ます 。 ポ ー ズ や アン グル に よっ て 描き 方 も 変わ る た め 、 上 手 に 描写 し は 
表し よら け 。 り 
の 
景 
正面 本 

、 女性 は 下腹 に は 脂肪 が つき や すく 、 お 腹 か ら 局 部 に 

か け て 影 が 落ち 、 股 に 近づく に つれ て 光 が 当 た り ま 

す 。 ま た 、 パ ン ツ の 紐 が お 腹 ・ 股 の 肉 に 挟ま れ 、 食 

い 込 ん だ 表現 を する の が オス ス メ で す 。 

1 紀 弓 が 食い 込ん だ 表現 豆 
< 部 
x 0 
漆 
り 
方 
ここ で の ポイ ント は 「S」 字 型 の ボディ ー 
ライ ン と お し り と 股 の 境目 を 描き 込む こ 直 
と で す 。 よ りお し り の セク シー さか が 引き 半 
立ち ます 。 = 
浴 
り 
方 








お し り 上 部 に 光 が 当 た り 、 お し り 下 部 か 
ら 股 に か け て 影 が 落ち ます 。 落 ち た 影 の 
中 に も 強弱 を つけ 、 局 部 周辺 か ら お し り 
と 股 の 境目 を 描き 込み ます 。 


[ご で] ご 脱 S 聞 ドー 回 
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画 体 型 別 お し り の 描き 方 


年 齢 に よ つ て お し り の 見 え 方 は 違っ て きま す 。 同じ や せ 形 で も 筋肉 や 脂肪 の つき 
方 で ハリ や 盛り 上 が かがり も 違い 、 影 の 入り 方 に も 影響 し て きま す 。 体型 に よっ て 変 
化す る お し り の 描き 方 を 学ん で いき まし ょ う 。 


スリ ム な お し り 
程 良 い 筋肉 に 脂肪 が 乗っ て 、 ボ ディ ライ ン の 美 ぼっ ちゃ り し た お し り 
し いら 池 が 表れ る 体 涯 で す 。 脂肪 が 乗 つ て ぼ つ ちゃ り と し た お し り は 、 柔 ら 


か さ が 強 調 され 、 下 着 の 食い 込み や 手 で つか ん 
だ と き の 指 が 肉 に 食い 込む 描写 な ど 、 肉 感 を 表 
現す る に は び ぴったり で す 。 
s 
筋肉 質 な お し り 


筋肉 質 な お し り は 発達 し た 筋肉 に 薄く 皮下 脂肪 が 乗 


り 、 固 く 角 張 つ た お し り に 仕上 げ ま す 。 脂 肪 が 少な い 子ども の お し り 


i A 肉体 的 に 未 発達 で お し り も 大 きく な く 、 お し り と 太 も 
も の 間 に 影 が で きる とこ と も あり ませ ん 。 局 部 は 未 発 
達 な の で 、 あ まり 描き 込ま な いよ うに し まし ょ う 。 
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画 年 齢 別 お し り の 描き 方 


女性 の お し り は 年 齢 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 未成 長期 、 思春 期 、 成熟 期 、 後 
退 期 に 至る まで 、 体 の 変化 を 考え て 描い て いき まし ょ う 。 は 

り 

10 代 半 
ヒッ プラ イン は そこ まで 本 


な く 、 男 女 共に 同じ よう 
な 体型 を し て いま す 。 お 
し り と 太もも の 境目 も 目 
立ち ませ ん し 、 局 部 も 未 
発達 な た め 凹 凸 は つけ 
な いよ うに し まし ょ う 。 





JI の 潮 器 濁 回 


ヒッ プラ イン は 目立た な い 





20 代 


お し り に 脂肪 が つき 、 ヒ ッ プ 
ライ ン が より 女性 らし いも の 
に な り ま す 。 ま た 、 局 部 も 発 
達し て さて いる の で 、 パ ン ツ 





3 
の シワ も それ に 合わ せ て 描き 
込み ます 。 半 
身 
の 
漆 
り 
万 
S 字 を 意識 し て 美しい ボディ ー 肉 が つき 、 お し り と 股 の 境目 も 
ライ ン を 描い て いき まし ょ う 。 し っ つかり し て きま す 。 





30 代 


筋肉 は 衰え ます が 、 逆 に 
脂肪 が 増え て より 肉感 
の ある 体型 に 変化 し ま 
す 。 脂肪 の 増加 に よっ て 
肥大 し 、 重 力 に よっ て 垂 
れ 下 が っ た お し り は 、 太 
も も に か ぶさ る よう に な 
ます 。 


[GT] 本 ご 隊 ③ 骨 層 | 回 





お し り と 太もも の 境目 に 横 か ら 見 て も お し り が 
深い シワ が 入り ます 。 盛り 上 が っ て いま す 。 
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玉 様 々 な ボー スズ に よる お し り の 描き 方 





ボー ズ 、 アン グル に よっ て お し り の 見 え 方 は 変わ っ て いき ます 。 実際 に どの よう 
な 変化 が ある か 見 て いき 、 様 々 な シー ン で 活用 で きる よう に し まし ょ う 。 








片足 に 重心 を 置い た ボーズ 


オー ソ ド ッ クス で 女性 的 な 後ろ 姿 。 腰 を 曲げ 片 
足 に 重心 が 乗 つ て いる ボー ズ で す 。 右 の お し り 
の 影 が 色濃く な り 、 反 対 に 伸ばし た 左 脚 側面 に 
シワ が で きず 、 影 が つき ませ ん 。 


お し り を 突き 出し た ボーズ 
お し り を 突き 出し た ポー ズ は 、 お し り 最大 の 魅 
で あり 、 ま ん 丸 で 豊満 さ が 強調 で きる ボー ズ 
で す 。 思 わ ず つ か みた く な る よう な お し り に 
は 、 光 が 当たり 股 に か け て 影 が か か り ま す 。 
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股 を 開き 局部 を あら わ に し た ポー ズ 。 
自然 と 目 が いく 分 、 下 着 の シワ を 細か 
く 描 き 、 影 も し っ か り 描 き 込 み ま す 。 局 
部 は ふく らん で お り 、 お し り ・ 太 も も 
の 間 に 溝 が で きま す 。 


お し り の 柔らか さ を 表す た め 、 指 先 の 部 
分 か ら 影 を 描き 込み ます 。 局 部 と お し り 
の 溝 と 、 つ か ん だ こと で 生ま れ た シワ と 
が 合流 し て 、 影 を つく り ま す 。 
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士 服 きら 脱 百 園 


dtoO 培 9S 正 串 回 


dt ら 培 SO 民 回 


志 過 回 


ーー 


ューー 


し 』 


++ 


| 5 









お し り が 横 に な る この ポー ズ 。 お し り だ け で は な く 、 
胸 や くびれ た ウエ スト も 強調 され ます 。 重力 に よっ 
て 、 お し り は 横 に 垂れ 下がる イメ ー ジ で す 。 


座り 込ん だ ポー ズ / / 
お し り を べた ん と 床 に つけ た ポー ズ 。 お し り 

が 水滴 の よう な 形 に な り ま す 。 お 餅 や 水滴 な / 
ど を イメ ー ジ し て 形作る と 描き や すい で す 。 


上 
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寝 そ べ る こと で お し り の 肉 が 床 方 向 へ 下がり ます 。 そ 
の た め 、 お し り は 普段 より 盛り 上 が り ま せん 。 ま た 、 
上 か ら の 光 に より 、 お し り に 影 は 款 り で きま せん 。 


下着 を 履い た と き の | 下着 や 水着 な どの ビッ タリ し た も の を 履い た 場合 、 布 が お 
だ ] し り の 肉 に 食い 込み 、 逆 に 食い 込ん だ 周り の 肉 は 少し 盛り 
肉 の 食い 込み 上 が り ま す 。 こ の 肉 の 食い 込み を 描き 込む と と で 、 脂肪 の 
] つき や すい お し り 周 り の 肉感 を 表現 する こと が で きま す 。 


肉 の 盛り 上 が り が ポイ ント ! 





装 朋 ③ び 脚 紀 園 


JI の 脱 G 器 記 回 


IT 〇 膨 韻 飛 回 





お し り の 塗り 方 の パタ ー ン 





お っ ちり し た お し り 


グラ マー で むっ ちり し た お し り は 、 脂 肪 が 下 側 
に 垂れ た 形 に な り ま す 。 お し り の 下 側 の ライ ン 
も 丸み より 少し 平ら 5 に な る よう な イメ ー ジ で 
描く と お っ ちり と し た 重量 感 を 表現 で きま す 。 











服 と 肌 の 境界 部 分 の 凹凸 を 強調 する こと で 、 
ビッ タリ と し た 衣装 (ここ と で は パニ ー ガ ー ル 
の よう な 衣装 ) が より 強調 され て グラ マラ ス 
な 印象 を 強め ます 。 


布 で 隠れ た お し り 

布 で 隠れ た 部 分 は 、 服 の シワ で お 尻 
の ライ ン を 描き 込む こと で 、 お 尻 の 
丸み を 強調 させ ます 。 直接 的 に 見 え 
て いな いけ れ ど も お 尻 の ライ ン を 
見 せる こと で セク シー な 印象 を 与 
えま す 。 
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ふっ くら と し た お し り の 山 型 を 見 せる よう に 
し ます 。 お し り の ライ ン に 治っ て 柔らか い ハ イ 
ライ ト を 入れ る こと で お し り の 丸み を 表現 し 
ます 。 





[ 水着 が ほど け て いる 方 は 食い 込 
> み を 描か な いよ うに し ます 。 


環境 光 の 効果 下 の イ ラス ト は ブー ル に 入っ て いる の を 想定 し て いま す 。 水面 の 反 
射 光 を 入れ る こと で より 背景 に な じみ ます 。 水面 に 近い 部 分 を 中 心 
に 水色 を ふん わり と 入れ 、 レ イヤ ー の 効果 や 透明 度 で 調整 し ます 。 










状 明 G い 膨 選 園 


JI の 脚 器 光 図 


IT 〇 膨 韻 飛 回 


4 
下 
ギ 
三 , 
の ) 
が 


ベー St] ti 
ここ J JI 一 











スカ ー ト を は いた お し り 
スカ ー ト で 隠れ て いる 部 分 も 意識 し て 
描き まし ょ う 。 影 の 境界 は 彩 度 の 高い 
色 を 入れ て 鮮やか な 印象 を 与え ます 。 





1 の 
の ) な 2 


濡れ た 表現 を 強調 する た め 、 ハ イラ イ 
ト を 少し 多め に 入れ ます 。 





- 汗 で 濡 : | た お し 2 半 
手前 を 暗く する た め ハ イラ イト は あま り 明 
る くし な いよ うに し て いま す 。 汗 の 水滴 に 


は し っ か り ハ イラ イト を 入れ 、 立 体感 を 表 
現し まし ょ う 。 
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塗り 方 の ポイ ント 解説 


実際 に お し り を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
きれ い に 塗 る た め の ポ イン ト を 解説 し ます 。 





お し り の 塗り 方 


ベー ス の 色 を ペタ 塗り で 塗り ます 。 





1 影 の 上 に 1 段階 濃い 色 で 2 影 を 入れ ます 。 お し り の 下 
側 や 内 股 部 分 な ど 影 に な る 部 分 を 中 心 に 入れ ます 。 








柔らか いぼ けた ブラ シ で 、 線画 を フチ 取る よう な イメ ー 
ジ で 1 影 を 入れ ます 。 お し り の 丸み を 意識 し て ふん わり 
と 影 を 入れ る の が ボイン ト で す 。 


! 








お し り の 一 番 高い 部 分 や フチ に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
最後 に お し り の 部 分 の 線画 の 色 を 肌色 に 近づけ て 完成 
で す 。 
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寸 閣 SG ら 脱 百 園 


JI の 脚 器 溜 図 


の 脚 G 骨 政 回 


[ご で は ] a 古 S 賠 8S 箇 共 コ 回 





パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 


大 も も っ 塗り 方 を 知 ろ 5 


太もも は 女性 特有 の 下半身 の 形 を 象徴 する 重要 な パー ツ の ひと つ で す 。 
胸 ・ お し り と と も に 、 太 も も や 股 か ら 伸 びる 罰 足 部 は 露出 度 が 高く 、 
視線 を 集め や すい と いう と て も 大 事 な 部 位 で す 。 












画 大 も も の 基本 を 知る 


太もも の 筋肉 


女性 の 太もも を 魅力 的 に 描く と き に 、 筋 肉 の 理解 は 欠 
か せま せん 。 大 ま か な 流 れ を 意識 し て 塗る こと が で き 
る と リア リティ が 増し ます 。 特 に 稼 筋 群 、 縫 工 筋 、 内 
転 筋 群 (恥骨 筋 、 長 内 転 筋 、 薄 筋 な ど ) の 位置 と 形状 
を 覚え て お く と 役立ち ます 。 ま た 、 股 間 か ら 伸 びる 所 
貴 部 を 描き 込む と セク シー な 印象 を 強調 で きま す 。 


足 を 広げ た 際 に 股間 か ら 伸 びる 筋肉 の 影 

を は っ きり と 描く こと で セク シー さ を よ 

り 強 調 す る こと が で きま す 。 こ の 影 は 長 Z 
内 転 筋 や 薄 筋 の 影響 で で き て いま す 。 


124 


画 元 源 の 違い に よる 大 も も の 有 影 


女性 の 太もも は 全体 的 に 丸み を 帯び て いる た め 、 柔 ら か な 影 を つけ て いき ます 。 
一 部 筋肉 の 流れ に 合わ せ て 少し クッ キリ と し た 影 を 描き 込む こと で メリ ハリ を 
出す こと が で きま す 。 股 部 分 は 局部 に 柔らか い 影 を つけ 、 太 も も の つけ 根 や 所 
貴 部 に は メリ ハリ の ある 影 を 描き 込み まし ょ う 。 





后 閣 SGC 培 百 園 


影 な し 光源 : 正面 上 

光源 に 合わ せ て 、 股間 か ら 両 足 に 落ち る 影 の 他 、 両 サイ ド や 内 側 に 回 り 
どの よう に 影 を 描 込む 影 を 描き 込み まし ょ う 。 内 側 や 最 喚 部 、 股 間 の 下 
き 込む の か 、 影 の 側 な ど に 濃い 影 を 入れ る こと で 立体 感 が 出 ます 。 








な いも の と 比べ て ar 
みみ まし ょ よう 。 の 
較 
内 股 に 筋肉 の 凹 
凸 を 少し 描き 込 の 
むこ と で 、 肉 感 が 漆 
増し て セク シー 4 
に な り ま す 。 
光源 : 左上 
基本 的 に は 光源 : 正面 上 と 同様 に 、 立 体 に 合わ せ て 影 を 描き 平 
込み ます 。 暫 貴 部 や 股間 の 下 側 、 太 も も の 影 側 の 端 に 濃い 影 の 
を 描き 込み まし ょ う 。 注 
CS 最も 暗い 部 分 に うっ すら と 青色 を | 2 
する と 立体 感 が 増し ます 乗せ する と と で リア リティ が 増し ます 。 


ココ に 注意 








光源 側 の 端 に 太もも に 影 を つけ る と き に や っ て し まい が ちな 
エッ ジラ イト を の が 、 均一 な グラ デー ショ ン の 影 を つけ て し ま 
描き 込む こと で うこ と で す 。 太もも は 上 か ら 見 る と 単純 な 円 や 
光源 の 方 向 と 立 杖 円 の 形 を し て いま せん 。 上 か ら 見 た 形 を 把握 
体感 を 強調 する し て いれ ば 、 円 柱 の よう な 太もも に な っ て し ま 4 | 
ン と が で きま す うこ と を 防げ ます 。 下 
EE 0 に 
の 
/ り 
& s 
\、 も 
も 
| も 
光源 の 反対 側 の 
端 の 影 が 一 番 濃 © 
なり ます 。 
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正面 と は 異な る アン グル で の 塗り 方 を 見 て み ま し ょ う 。 特に 斜め 向き は 正 
面 と の 影 の 範囲 の 変化 に 注意 し て くだ さい 。 

正面 の と き に は 見 えな か っ た 影 に 気 を つけ まし ょ う 。 お し り へ と 続く 丸み 
を 表現 する た め に 、 お し り 側 は 特に 柔らか い グ ラ デ ー シ ョ ン を 入れ ます 。 


光源 : 正面 上 め 光源 : 左上 & 


左右 で 少し 影 の グラ 
デー ショ シン の 入れ 方 
が 異な り ま す 。 太もも 
の 形状 を きち ん と 意 
識 し て 影 を 描き 込み 
まし よう 。 











立体 感 を 出す た め に 、 
右足 の 後 側 や 内 股 に 
濃い 影 を 入れ ます 。 右 


右足 の 太もも の つけ 根 か 
ら 後ろ 側 に か け て の 部 分 





足 の み 筋 肉 の 凹凸 を が 最も 暗く な り ま す 。 
描き 込み まし よう 。 
光源 : 正面 上 光源 : 左上 
手前 側 の 太もも の 影 後ろ 側 全体 に 影 が 入 
が 奥 側 に 落ち ます 。 り ま す 。 お し り の 丸み 
太もも の 間 に 濃 い 影 を 強調 する よう に 影 
を 描き 込む こと で 両 を 描き 込み まし よう 。 
足 の 距離 感 を 出す こ 
と が で きま す 。 

影 の 濃淡 に 注意 し て 、 立 
筋肉 の 影響 で 生ま 体感 を 出し まし ょ う 。 お 
れる 影 を 薄め に 描 し り に うっ すら と 青い 反 
き 込 むこ と で 、 リ ア 射 光 を 入れ る と より リア 
リティ が 出 ま す 。 ル に な り ま す 。 
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様々 な ボー スズ に よる 太もも の 描き 方 
















ポー ズ や アン グル ご と の 塗り 方 を 見 て み ま し ょ う 。 真っ 直ぐ 立っ て いる と き と は 
明らか に 異な る 点 に 注目 し まし ょ う 。 BB 

り 

座る 横 座り 
足 を 曲げ て いる と こ | 内 股 の 凹凸 を 意識 し 本 









ろ を 強調 する た め に て 影 を つけ ます 。 お し 
最 咽 部 の 影 を 濃く 描 りや 股間 は 柔らか さ 


きま し ょ う 。 内 股 も 
一 段階 暗く し ます 。 


を 意識 し て 着色 し ま 
し よう 。 


JT の 洛 G き 


右足 か ら 落 ちる 影 
を 左足 に 描き 込む 
と と で 興行 き と 距 
離 感 を 出し ます 。 


座 面 と 太もも の 接地 部 分 は 暗 
い 影 を 描き 込み まし ょ う 。 
片足 を 立て て 座る 


左右 の 足 の 角度 が 変わ る の で 最 喘 部 の 影 の 濃 さ 
も 差 が 出 て きま す 。 


3 
下 
半 
身 
の 
添 
り 
] a 万 
片足 を 立て て 寝 転 パ 
左足 は べったり と 接地 し て いる た め 、 下 側 の 広範 囲 に 
濃い 影 を 入れ ます 。 








片足 を 上 げ て いる た め 内 
転 筋 群 が 若干 張り ます 。 


立て て いる 左足 に は 
反射 光 を 入れ ます 。 


[中 汁 ] 本 ご 脱 G 骨 層 回 


接地 部 分 の 近く に 
さら に 濃い 影 を 少 
し だ け 入 れ ま す 。 
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5 証 SR 『 
~ 1 od 
a - リ _ 前 傾 姿 勢 





体重 の 乗 つた 右足 側面 に つっ すら と 影 を 入れ る 前 頒 し て いる た め 、 体 の 表面 の 広い 面積 が 影 に な 
こと と で 、 力 を 入れ て いる 状態 を 表現 し ます 。 り ま す 。 筋肉 の 動き や 回 り 込 み の 陰影 な ど を 意識 
し て 影 を 入れ まし ょ う 。 





全体 重 が 乗っ つて いる 右足 側 の 最 咽 部 
に 濃い 影 を 入れ て 強調 し ます 。 





お し りな どの 柔らか い 部 分 を し っ か り 描 く 
と と で 、 よ り 女 性 らし さ を 表現 し まし よう 。 


前 に 踏み 出し た 右足 は 明る く 、 奥 に な る に 左足 は 
暗く する こと で 奥行 き を 出す こと が で きま す 。 リフ ボ イフ コト 





左右 の 足 が 前 後に 伸び て いま す 。 影 だ け で な く 県 
忠 部 の 描き 分 け で 足 の 向き を 強調 し まし ょ う 。 筋肉 表現 有り 筋肉 表現 な し 
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| : 3 < 


全体 的 に 影 の 量 が 少な い 光 源 ・ ア ング ル に な り ま す 。 
















股間 下 や 接地 面 な ど に し っ か り と 濃い 影 を 入れ る こと = 
で 、 メ リハ リ を 出し まし ょ う 。 法 
り 
の 
座っ た 状態 と 同様 に 股間 か ら 伸 びる スジ が 目立ち ま 本 
す 。 前 傾 し て いる の で 昭 喚 部 の 溝 が 深く な っ て いま す 。 

ジマ デー 

ン で 柔らか さ 

を 表現 し ます 。 
頭 
部 
の 
り 
| 

_ 膝 を つい て し ゃ が お _ 

左足 は べったり と 接地 し て いる た め 、 下 側 の 広範 
囲 に 濃い 影 を 入れ ます 。 接地 面 の み の た め 、 ボ ケ | ト 
足 の 短い グラ デー ショ ン を 使い まし ょ う 。 本 
股間 か ら 伸 びる スジ を し っ か の 
り 描き 込み まし ょ う 。 竹 
り 
厨 寺 に 寝ろ 2) 


右足 か ら 落 ちる 影 を 描写 する と 立体 感 が 出 ます 。 
光源 方 向 で す が 、 回 り 込 み の 表現 を 優先 し て 、 お 
し り に 柔らか い グ ラ デ ー シ ョ ン を つけ まし ょ う 。 





左足 か ら 落 ちる 
影 を 入れ る と リ 
アリ ティ が 増し 
ます 。 





[ せ せ 外 ] 本 らら 賠 S 邊 共 コ 回 


大 殿 筋 の 影 を ほん の り と 描き 込み 
ます 。 や り 過 ぎる と 悪 目立ち し て し 
まう の で 、 注 意 し まし ょ う 。 
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画 体 格別 太もも の 描き 方 


様々 な 体格 の 変化 に 応じ て 、 塗 り 方 も 調整 する 必要 が あり ます 。 代 表 的 な 体型 ご 
と の 塗り の ボイン ト を 学び まし ょ う 。 








スレ ンダ ー 筋肉 質 
脂肪 が 少な いた め 、 肪 が 少な く 筋肉 が 発達 し て いる た め 、 太 く 力強い 印象 


全体 的 に 細身 に な 
り 、 その 分 筋肉 の 凹 
凸 が は っ きり し ま 


に な り ま す 。 筋肉 の 度合 い に も より ます が 、 影 の 入れ 過 
ぎ は 事 目 立ち の 原因 と な る の で 気 を つけ まし ょ う 。 







す 。 影 の 描写 が 強 過 し 
内 を 中 心 に 筋肉 の 影 を 目 
ぎる と 骨 と 皮 だ け 立た を せる よう に し ます 。 
の よう SE 上 RE Tt 
まい ます の で 、 注意 


し まし よ ょ う 。 


長 内 転 筋 や 恥骨 筋 
な どの 内 転 筋 群 の 
他 、 縫 工 筋 の 影 も 描 
き 込む こと で 、 脂 肪 
の 少な さ を 表 現し 
ます 。 


ぽっちゃり 


他 の 体格 に 比べ 各部 が 太く 、 曲 線 が 緩やか に な り ま す 。 

脂肪 の 影響 で 筋肉 は 目立た ず 、 エッジ の 立っ た 影 は 少な 

く な り ま す 。 ハイ ライ ト は 広範 囲 に 緩やか に 入れ る の が 

ポイ ント で す 。 ムチ ムチ ゾー 

脂肪 の 影響 で 若干 太め の 
太もも で す が 、 ぼ ぽっちゃり 
と 違う 点 は 、 膝 は 標準 的 な 
太 さ に する こと で す 。 筋肉 
描写 も 標準 的 な 太もも と 同 
じ 程 度 に する か 、 薄 く 描 写 
する 程度 に し ます 。 





太もも 全体 が 丸み を 帯び ひる た め 、 グ ラ 
デー ショ ン を 緩やか に する と 柔らか さ 
が より 引き 立ち ます 。 
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四 年 齢 絢 太もも の 描き 方 


女性 の 腰 回 り の シル エッ ト は 骨盤 の 成熟 度 に よっ て 変化 し ます 。 シル エッ ト の 変 
化 を 強調 する よう に 着色 し まし ょ よう 。 







うー) 


成人 


女性 と し て の ライ ン が 完成 し ます 。 お し りや 
太もも の 重量 感 に 注意 し て 影 を 入れ まし ょ う 。 
ハリ と ツヤ を 出し た いと き は 、 強 め の ハ イラ 
イト と 反射 光 を 描き 込む よう に し まし よ ょ う 。 


装 間 G い 脚 選 園 


女性 らし い 特 徴 は ま 
だ 控え めで 、 全 体 的 
に ほっ そり と し た 直 
線 的 な ライ ン で す 。 
筋肉 も 未 発達 な た め 
あま り 強 調 せ ず 、 子 
ども 特有 の 柔らか さ 
を 意識 し まし ょ う 。 


JT の 隊 〇 8 


影 は 全体 的 に 軽 め を 
心がけ まし ょ う 。 


dt ら 早 9S 息 共生 回 





影 を 少し 暗め に し た り 、 


中 高生 影 の 量 を 増やす こと 
人 で 、 重 量感 を 出す こと 


され 始め 、 太 も も は 丸み を 帯び 、 
ハリ も 出 て くる 頃 で す 。 筋 肉 の 表 
現 も 描き 込む お よう に し まし ょ う 。 


[は 下 汗 ] 古 ら 賠 S 邊 共 コ 回 





各部 の 回 り 込 み も グラ デー ショ ン も 
子ども に 比べ て 少し 強調 し まし ょ う 。 
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> 三 実際 に 太もも を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
塗り 方 の ポイ ント 健 | 半生 





田 大 も も の 塗り 方 











STEP1 
お お ま か な 影 と グラ デー ショ ン 
光源 の 向き に 合わ せ て お お ま か な 影 と 
/ グラ デー ショ ン を 描き 込ん で いき ます 。 
慣れ な いう ち は 、 ご の 段階 で 筋肉 表現 は 
入れ ず 、 あ と で レイ ヤー な ど を 追加 し て 
いく と 調整 が 楽に な り ま す 。 





上 ワ フ ボ ポイ フト 











暗い 影 を 入れ る 

暗め の 影 を 描き 込ん で いき ます 。 立体 
感 や 重量 感 が ぐっ と 増す た め 、 し っ か 
り と 立体 を 意識 し て 描き 込ん で いき 
まし ょ う 。 肌 同 士 の 反射 光 も 多少 加え 
あど で リア リティ が 出 ま す 。 


STEP1 で 省 い た 筋肉 表現 を 、 内 も も の 内 転 筋 群 
や 腰 か ら 膝 に か け て の 縫 工 筋 な ど を 意識 し て 加 


えて いき ます 。 

肌 の 赤 味 ・ 筋 肉 表 現 を 加え る 

妃 喉 部 や 股間 な どの 要 所 に ほん の り と 赤 味 を 足す こと で 
ツヤ や か さ が 増 し ます 。 





寒色 表現 を 加え る 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 股 間 下 側 や お し り 
な ど 最 も 暗い 影 を 置い た 箇所 を 中 心 に 、 青 
系 の 色 を うっ すら と 乗せ る こと で リア ル さ 
が 増し ます 。 あ まり 強く し 過ぎ る と の っ ペ 
り と し て し まっ た り 、 違和感 が 生じ て し ま 
う の で 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 調節 する な 
どじ し ましょ う 。 
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_STEP5 _ 

環境 光 を 描き 込む 

影 に 環境 光 を 描き 込み ます 。 今 回 は 濃い め の 水 色 
を スク リー ン で 重ね て いま す 。 や り 過 ぎる と 立体 
感 が な く な っ て し まう の で 、 明 る く な り 過 ぎ な い 
よう に 注意 し まし ょ う 。 


装 昌 G い 脚 過 園 









立体 感 を 強調 する 

立体 感 を 強調 する た め に 光 の 当たる 部 分 に グラ 
デー ショ ン で 薄く ハイ ライ ト を 描き 込み ます 。 
STEP7 の ハイ ライ ト が し っ か り と 見 える よう に 
明る く な り 過 ぎ な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 


dS 正史 回 














ハイ ライ ト を 加え る 

最も 明る い ハ イラ イト を 描き 込ん で いま す 。 光源 左 
側 の 大 も も に は 、 アウ トラ イン に 沿う よう に ハイ ラ 
イト を 入れ まし た 。 


の 脚 G 骨 飛 回 


右 太 も も に きっ ちり と し た 
ハイ ライ ト を 描き 込む こと 
で 、 ツ ヤ の ある みず みず し い 
肌 を 演出 し て いま す 。 





pe ハイ ライ ト に 近い 線画 は 
明る い 色 を 入れ ます 。 


| 


影 に な る 部 分 は 線画 人 
の 色 も 暗く し ます 。 / 





線画 を な じ ま せ る 
主 線 が 黒 の まま で は か な り 目 立っ て し まう た 
め 、 線 画 に 色 を 乗せ 、 な じ ま せ て 完成 で す 。 


[中 汁 ] 本 ご 隊 @ 聞 飛 コ 回 





133 


パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 


Se 





膝 は 服 で 隠れ て し まう こと が 多い パー ツ で す が 、 ス カー ト か ら チ ラリ と 覗く 
膝 は フェ チズ スム を 感じ る ボイン ト で も あり ます 。 関 節 部 分 な の で 、 骨 や 脂肪 
な どの 凹凸 が 出 や すい 箇所 な の で ボイン ト と な る 所 を 見 て いき まし ょ う 。 


画 膝 の 基本 を 知る 


塗り の ポイ ント に な る 骨 の 形 や 、 動 き に よっ て 変化 する 凹凸 
な ど に 注意 し まし ょ う 。 










けい こつ 
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罰 角 度 の 違い に よる 膝 の 表現 


膝 の 皿 (膝蓋 朋 ) の 部 分 が 出 っ 張 る の で 、 皿 の 位置 を 意識 し な が ら 影 を つけ る と 
らし い 表 現に な り ま す 。 


側面 正面 


膝 の 凹凸 を 意識 し て 影 を つけ ます 。 正面 も 考え 方 は 同じ で す 。 凹 凸 を 意 
識 し て 、 明 る い 部 分 の 影 を 削る イ 







膝 の 皿 部 分 は 
明る く な り ま す 。 


ぼ ぽこ っ と 少し 出っ張っ 
だ よ つ な イメ ー ジ 。 





メー ジ で 描き 込み ます 。 名 
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装 朋 いび 脚 紀 園 


IT 〇 膨 韻 飛 回 JO の 脚 器 洛 図 


[ 味 ] 本 ご 脱 8 岬 層 コ 回 





様々 な ボー ズ に よる 膝 の 描き 方 





膝 を 触り な が ら 脚 を 曲げ 伸ばし する と 、 皿 の 位置 が 移動 し て いる の が わか る と 思 
いま す 。 膝 を 曲げ た と き に 皿 の 凹凸 を 上 に 描き 過ぎ な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 


ふく ら は ぎ と 太もも 
で 押し 合う の で 、 脂肪 
が 出っ張り ます 。 肉感 
を 表現 し た いと き に 
は し っ か り 描 き 込 み 
まし ょ う 。 







正座 の よう に 膝 を 折る ポー ズ 
太もも は 柔らか く 脚 を 曲げ る こと で 、 形 
が 大 きく 変化 し ます 。 太 も も の 肉感 を 
し っ か し 意識 し な が ら 描き まし ょ う 。 


/ 


関節 に は 肉 が つき に く 
い の で 、 太 も も に 比べ て 
細く し まし よう 。 











る 


背面 
ふく ら は ぎの 筋肉 に 
沿っ て 影 を 入れ ます 。 


膝 の 裏 に は く ぽ 
み が で きま す 。 


詰め 
膝 を 曲げ る と 膝 裏 の く ぼ 
み が 濃 く な り ます 。 
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に = | 実際 に 膝 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
塗り 方 の ポイ ント 解説 OR NN 


ベー ス の 色 を 塗り ます 。 膝 の ふく ら アウ トラ イン を 取る よう な イメ ー ジ 膝 の 部 分 を 1 影 と 同じ 色 で 塗り ます 。 
み は 塗 り で 表現 する の で 、 線 画 で は で 1 影 を 入れ ます 。 こと の と き 皿 や 膝蓋 各 帯 の 形 の シル 
膝 の ふく ら み は 描き 込ん を で いま せん 。 エッ ト を イメ ー ジ する と よい で し ょ う 。 


還 膝 の 塗り 方 





dro 后 閣 SGC 脱 百 園 


JT 〇 潮 過 共 回 





[ 詳 ] 本 ご 了 膨 過 コ | 回 





STEP3 で 入れ た 膝 の シル エッ ト の 。 ぽか し ブラ シ な ど で ベ ー ス の 色 と ハイ ライ ト を 入れ て 完成 で す 。 つや 
光源 方 向 を 消し ゴム や ブラ シ で なじま せ 、 形 を 整え ます 。 や か な 膝 に し た いと き は 膝 に ハイ 
さっ くり と 削り ます 。 ライ ト を 入れ て も よい で し ょ う 。 
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パー ツ 別 塗り 方 の ポイ ント 


脚 ・ 足 。 塗 り 方 を 知 2 ぅ 


女性 な ら で は の スラ リ と 伸び る 美しい 脚 は と て も 魅力 的 で す 。 緩やか な 脚 線 
美 を えがく 脚 、 引き 締まっ た 足首 、 セ クシ ー な 足 先 な ど 描 く 部 位 の 特徴 を 押 
さえ て 描き 分 け ま し ょ う 。 








画 脚 ・ 足 の 基本 を 知る 


脚 ・ 足 の 主 な 陰影 


下半身 の 中 で も 脂肪 が 少な め な バ パーツ が 多く 、 筋 肉 や 骨格 の 凹凸 を 
ハッ キリ と 描写 する こと で 適度 に 引き 締まっ た 脚 を 表現 で きま す 。 








足 先 の 内 側 を 描く 際 は 、 土 踏ま す を 意 
識 す る と より 説得 力 が 出 ます 。 


へ ん J 
( 1 





⑨⑲ ワ リボ イト 


足 の アー チ 形 状 
足 の 甲 は 平ら で は な く 、 ア ー チ 
の よう に 山 な り の 形状 を し て い 


ます 。 この 形状 に 合わ せ て 影 を 
うけ る ご ど と で 立体 感 や リア リ 
テイ ィ を 出し や すく な り ま す 。 
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角度 の 違い に よる 脚 ・ 足 の 表現 


丸み を 帯び た 部 分 、 凹 凸 が ハッ キリ し た 部 分 な ど 表 現 方 法 の 異な る 箇所 を 意識 し 
て 影 を つけ ます 。 基 本 的 に ふく ら は き 以 外 は 、 や や ボケ 足 の 少な い 影 を つけ 、 メ 
リハ リ を 出す こと で 、 スラ リ と し た 魅力 的 な 脚 を 表現 で きま す 。 た だ し 、 向こう 
すず ね の 影 を 強く 入れ 過ぎ る と 、 筋 肉質 に 見 えて し まう の で 注意 し まし ょ う 。 


装 明 SG い 脱 選 園 


正面 斜め 背面 

脚 の 外側 に は ふく ら は ぎの 丸み を 意 基本 的 に 正面 と 同じ で す が 、 脚 が か な り の 筋肉 質 な 場合 を 除き 、 脚 

識 し た グラ デー ショ ン を つけ ます 。 単純 な 円 柱 で は な いこ と を 意識 し 。 部 分 に 目立っ た 影 は あり ませ ん 。 
て 影 を つけ ます 。 


JI の 膨 器 溜 図 





回 
内 側 の ふく ら は ぎの つけ 根 に くる ぶし に は ハッ キリ と し た くる ぶし の 影 に 加え て 、 ア キ 身 
少し ハッ キリ と し た 影 を つけ 影 を つけ る こと で 、 引 き 締 レス 膝 を ハッ キリ と 描写 する の 
る と セク シー さ が 出 ます 。 まっ た 足首 を 表現 し まし ょ う 。 と と で メリ ハリ が つき ます 。 の 
万 





足 の 四部 分 の 形状 に 治っ て 大 ま か な 影 を 描き 込み ます 。 足首 か ら 親 指 
へ と 伸び る 筋肉 ( 長 母上 伸 筋 ) を 描き 込む と シャ ー プ な イメ ー ジ に な 


り ま す 。 












また 、 指 の 断面 が 椿 円 に 近い 形 で あ 
る こと を 意識 し な が ら 光 源 に 合わ 
せ て 影 を つけ まし ょ う 。 各 指 の 第 一 
関節 に 影 を つけ る こと で 、 指 の 立体 
感 を 強調 する こと が で きま す 。 





[ 則 ・ 回 ] 本 ご 了 脱 ③ 親 飛 コ 回 
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罰 足 理 の 表現 方 法 


足 裏 は お お ま か な バ パー ツ に 分 け て 影 を 塗り 分 け ま す 。 基本 的 に 穏やか な 凹凸 の た 
め 、 柔らか な 影 を 意識 し まし ょ う 。 指 の つけ 根 な どの 一 部 に シャ ー プ な 影 を 入れ 
る こと と で アク セン ト に な り ま す 。 









足 喪 の 凹凸 





指 の つけ 根 の 影 は 指 の 
丸み や 立体 感 を 出す の 
に 有効 な の で 、 光 源 の 方 
向 に 関係 な く 、 ある 程度 
描写 する の が オス ス メ 
で す 。 










足 裏 の 中 で も 、 土 踏ま ず を 他 
の 部 分 と 比べ 白く 描写 する と 
リア ル に な り ま す 。 肌 の ベー ス 
カラ ー が 白 に 近い 場合 は 、 土 
踏ま ず 以 外 を 少し 赤 っ ぱく す 
る の も 良い で し よう 。 


画 年 上 別 足 の 描き 方 
低 年 齢 の 子ども と 大 人 で は 大 きく 足 の 形 が 異な り ま す 。10 歳 頃 に は 足 の 基本 的 
な 形 は 完成 し 、18 歳 頃 に は ほぼ 成 人 の 足 の 状態 まで 成長 し ます 。 





ーー 





7 歳 く らい 
全体 的 に 丸み を 帯び て いま す 。 足 の 形 は ほとん ど 完成 し 、 成 人 各部 の 骨 な ども 完成 し て いる 
足 の 形 が 完成 し て いな いた め 、 の 足 と 形状 は ほぼ 同じ で す 。 骨 た め 、 要 所 に 若干 シャ ー プ な 影 
土踏まず が な いか 、 ほ と ん ど 目 自体 は 完全 に は 完成 し て いな を 入れ る こと で 大 人 の セク 
立ち ませ ん 。 いた め 、 凹 凸 は 少な め に し ます 。 シー な 足 を 表現 し ます 。 
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様々 な ポー ズ に よる 足 の 描き 方 


















様々 な アン グル か ら 脚 を 描い て み ま し よう 。 







足 先 を ビン と 伸ばし た 場合 は 
ふく ら は ぎの 筋肉 の 影 を 薄く 
描き まし ょ う 。 


状 明 G い 膨 選 園 


JI の 脚 器 光 図 





アキ レス 膝 を シャ ー 
プ に 描く こと で 細く 締 
まつ た セ み シー な 中 
首 を 表現 し まし よう 。 








IT 〇 膨 韻 飛 回 


強く 押し つけ られ た 指 の 
根元 に は 、 シ ワ を ハッ キリ / 
と 描き ます 。 1 





足 裏 の 形状 を 意識 し て 影 を 描 
き 込 むこ と で 立体 感 や 奥行 き 
感 を 出す こと が で きま す 。 


[ 旬 ・ 加 」 本 ご 脱 8 逆 | 回 





曲がっ た 足 裏 に は 横 方 向 の シワ が た く 
さん 入り ます 。 あ まり 入れ 過ぎ る と し 
つこ く な る た め 、 気 を つけ まし ょ う 。 
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ゞ 三 実際 に 脚 を 塗る 過程 を 追い な が ら 、 
Ed oreo 


画 脚 の 塗り 方 





光源 に 合わ せ て 影 を 描き 込み ます 。 中 心 に 柔らか め の 暗め の 影 色 を 置き ます 。 足 裏 の 奥まっ た 部 分 や 指 の 間 な 
影 を 塗り ます が 、 く る ぶし や 指 周 りな ど は 少し シャ ー プ ど 、 光 の 入り に くい 人 箇所 を 中 心 に 着色 し ます 。 
に 描き ます 。 





足 埋 に 赤 味 を うつつ すら と の せま す 。 空 気 感 を 出す た め 最も 明る い ハ イラ イト を 描き 込み ます 。 ハッ キリ と 固い 
に 、 暗 い 影 の 部 分 に 薄く 青色 を 描き 込み ます 。 立 体感 を ハイ ライ ト を 描き 込む こと で 肌 の ツヤ 感 が 出 ます 。 最後 
出す た め に 光 が 当 た る 箇所 を 中 心 に グラ デー ショ ン で に 環境 光 を 水色 で 描き 込み 完成 で す 。 

柔らか い ハ イラ イト を 入れ ます 。 
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キキ 














スト ッ キ ング 、 女性 な ら で は の 服装 で ある スト ッ キ ング や タイ ツ は 多数 の 名 
ファ ン が いる 人 気 の ア イ テ ム で す 。 学校 の 制服 や スー ツ を Hl 
タイ ツ を 履か せ た い | 描く 陣 な ど 登 場 シ ー ン が 非常 に 多く 、 ま た 季節 感 の 演出 に の 
も 役立ち ます 。 生 地 越 し に うつ っ すら と 見 える 肌 は 素肌 より の 
セク シー さ を 強 調 し 、 脚 を より 魅力 的 に 見 せる こと と も で き 
る の で 、 女 性 の 脚 を 描く 上 で 是非 押さ えた い ポ イン ト で す 。 
ストッキング ・ タ イツ の 塗り 方 
スト ッ キ ング も タイ ツ も 基本 的 
に 塗り 方 は 同じ で す 。 厚 さ に も 
より ます が 、 柔 ら か くす べ す べ 
し た 質感 の 影響 で 、 肌 の 影 が 目 四 
立ち に くく な り ま す 。 
タイ ツ に は 特有 の 光沢 感 が ある の 
た め 、 全 体 的 に ぼかし た ハイ ラ は 
イト を 入れ ます が 、 ス トッ キン グ 寺 
の 場合 は 少し ツヤ っ と し た 質感 
が 出る よう に し まし ょ よう 。 
は じ め に タイ ツ な どの ペー スカ 
ラー を 塗り 、 生 地 が 薄い 部 分 に 
肌色 を 乗せ て いく と 調整 が し や 
ずる は ススメ で す 。 
最後 に マッ ト な 質感 に な る よう 
テク スチ ャ な ど を 使う と 、 よ り リ 回 
アル さ が 出 ます 。 
スト ッ キ ング タタ イツ 身 
OR (60 デニ ー ル ) 9 
網 タ イツ の 描き 方 


網 タ イツ は 通常 の 肌 塗 り の 上 に 網 の テク スチ ャ を 乗せ る 
こと と で 表現 で きま す 。 ま ず 下 の 図 の よう な 網目 の テク ス 
チャ を 作成 し 、 脚 の 立体 形状 に 合わ せ て 変形 させ まし よう 。 
脚 の 立体 形状 や 膝 な どの 関節 部 の 伸縮 に 合わ せ て 網目 を 
調整 する こと で 、 立 体感 を 強調 する こと が で きま す 。 上 厳密 
合わ せる 必要 は あり ませ ん 。 お お よそ その 形状 に 沿っ て 
変形 させ る だ け で も か な り の 効果 が あり ます 。 


4| 
半 
身 
(の) 
沙 
り 
方 
市 


[ 丁 





テク スチ ャ 変形 な し 
EE 
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表現 の 幅 を 広げ る 
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モノ クロ の キャ ラク ター イラ スト の 
作画 テク ニッ ク を 多数 紹介 。 
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アン ダー ウエ ア … 下 着 の 種類 の 解説 

や 描き 方 ・ ポ ー ズ の コツ も 満載 ! 
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